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建設経済委員会・分科会次第 

 

日時：2025年３月 17日(月) 9:30 ～ 

場所：第３委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託案件の審査について 

   ～別紙付託分類表及び審査日程表のとおり～  

 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめ 

 

 

４ その他  

 

 

５ 閉  会 



令和７年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  第５号議案 市有財産の処分について 

  第６号議案 市道路線の変更について 

  第７号議案 事業契約の変更契約の締結について 

  第８号議案 財産の無償貸付について 

  第９号議案 財産の無償貸付について 

  第15号議案 豊岡市有償旅客運送条例の一部を改正する条例制定について 

   第16号議案 豊岡市公営企業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例制定

について 

第25号議案 令和６年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号） 

  第26号議案 令和６年度豊岡市水道事業会計補正予算（第４号） 

  第27号議案 令和６年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第４号） 

 第35号議案 令和７年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

第37号議案 令和７年度豊岡市水道事業会計予算 

第38号議案 令和７年度豊岡市下水道事業会計予算 

 

【建設経済分科会】 

  報告第１号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第１号 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

  第18号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第28号議案 令和７年度豊岡市一般会計予算 



 

 

令和７年３月定例会 

建設経済委員会・分科会 審査日程表 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月17日（月） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業委員会】 

 

 

 

【観光文化部】 

観光政策課 

 

 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担当）

城崎温泉課 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

9:30 

～ 

11:10 

【コウノトリ共生部】 

コウノトリ共生課 

 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

11:20 

   ～ 

 12:00 

〇第35号議案（太陽光発電事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

環境経済課 

 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 13:00 

～ 

13:50 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

地籍調査課 

 

 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

 

 

  

14:00 

～ 

15:40 



 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月17日（月） 

15：50～ 

 

 

第３委員会室 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

分第28号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

15:50 

～ 

16:50 

〇第37号議案（水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

〇第38号議案（下水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

 分第28号議案（一般会計予算） 

＜討論・表決＞ 

 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分第28号議案（一般会計予算） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

〇第35号議案（太陽光発電事業会計予算） 

〇第37号議案（水道事業会計予算） 

〇第38号議案（下水道事業会計予算） 

16:50 

～ 

17:15 

※ 午前中の部署は農業委員会、観光政策課、各振興局は９時 30 分までに入室してください。農業委員会

の終了・退席後、観光政策課と各振興局を合同で説明・質疑を行い終了・退席をお願いします。 

その後、11時 20分からコウノトリ共生部（コウノトリ共生課）の説明・質疑を正午まで行います。 

（進行状況により、午前中に農林水産課も入室いただく可能性があります）。 

午後は、コウノトリ共生部（農林水産課、環境経済課）、その後、都市整備部、上下水道部と部単

で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきます。 

 

分予算決算委員会 建設経済分科会分担議案 

〇建設経済委員会 付託議案 

※17日中に当初予算の討論・表決を行い分科会及び委員会の意見・要望の取りまとめを行います。 

 

   



 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審   査   区   分 予想時間 

３月18日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

＜１部＞ 

【観光文化部】 

観光政策課 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

環境経済課 

コウノトリ共生課 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

地籍調査課 

【農業委員会事務局】 

（※地籍調査課 

報告事項あり） 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

〇第５号議案（環境経済課） 

〇第６号議案（建設課） 

〇第15号議案（都市整備課） 

分 専決第１号（建設課） 

令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第９

号） 

分第 18号議案（関係課） 

※第 18号議案の討論・表決は２部で行い 

ます 

〇第25号議案(コウノトリ共生課) 

 

9:30 

～ 

11:15 

 

 ＜２部＞ 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担

当） 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

 

（※城崎振興局、竹野振興局  

報告事項あり） 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

〇第７号議案（日高地域振興課課） 

〇第８号議案（日高地域振興課課） 

〇第９号議案（出石地域振興課課） 

〇第 16号議案（下水道課） 

分第 18号議案（各振興局、上下水道部） 

＜討論・表決＞ 

〇第 26号議案（水道課） 

〇第 27号議案（下水道課） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

〇第４号議案、〇第５号議案 

〇第６号議案、〇第７号議案 

〇第８号議案、〇第９号議案 

〇第15号議案、〇第16号議案 

〇第25号議案、〇第26号議案 

〇第27号議案 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分 専決第１号 令和６年度豊岡市一般会 

        計補正予算（第９号） 

分第18号議案（一般会計補正予算第11号） 

11:15 

～ 

 ※３月 18 日（火）の審査は２部制で開催します。そのため、議案順の審査とならないことご承知

おきください。 

 ９時 30分から、観光政策課、コウノトリ共生部、都市整備部及び農業委員会事務局の審査。 

退席後、11時 15分頃から各振興局及び上下水道部の審査を行います。 



＝出席不要もしくは欠席

【委　　員】

職　　名

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

7名

【当　　局】

職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名

観光政策課長 惠後原博美

コウノトリ共生部長 坂本　成彦 農林水産課長 浪華　誠 農林水産課参事 村田　光弘

農林水産課参事 山本　隆之

農林水産課参事 西村　文紀

環境経済課長 瀬崎　晃久

コウノトリ共生課長 宮垣　均

都市整備部長 冨森　靖彦 建設課長 久田　渉 建設課参事 北村　省二

建設課参事 堀田　政司

建設課参事 櫻田　務

建設課参事 羽渕　浩史

都市整備課長 堂垣　俊裕 都市整備課参事 武中　孝寛

建築住宅課長 小川　琢郎 建築住宅課参事 吉岡　和彦

建築住宅課参事 岡田　忠昭

地籍調査課長 上阪　善晴

城崎振興局長 冨岡　隆 地域振興課参事 橋本　郁夫 城崎温泉課長 山田　和彦

竹野振興局長 石田　敦史 地域振興課参事 森口　佳徳

日高振興局長 柳沢　和男 地域振興課参事 徳味　卓示 地域振興課参事 上野　和則

出石振興局長 宮﨑　雅巳 地域振興課参事 神谷　謙二

但東振興局長 大岸　和義 地域振興課参事 大岸　勝也

上下水道部長 川端　啓介 水道課長 谷垣　康広 水道課参事 大谷　賢司

水道課参事 縄手　伸幸

下水道課長 榎本　啓一 下水道課参事 野畑　修身

農業委員会事務局 安藤　洋一

37名

【議会事務局】

職　　　名 氏　名
主幹兼総務係長 山本　雅彦

1名
計 45名

竹 中 理

浅 田 徹

田 中 藤 一 郎

氏　　　名

米 田 達 也

太 田 智 博

上 田 伴 子

小 森 弘 詞

建設経済委員会名簿（３/17）
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午前９時２６分 委員会開会 

○委員長（米田 達也） すみません、定刻より少し

早いですけれども、皆様おそろいになられましたの

で、ただいまから建設経済委員会を開会いたします。 

 当局の皆様、おはようございます。早いもので、

令和６年度も最後の議会となりました。当委員会に

おきましても、今回、非常に多い予算が出ておりま

すので、なるべくスムーズな進行を心がけたいと思

いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 また、本日の委員会に当たり、城崎振興局山田温

泉課長の欠席について申出があり、許可をいたして

おりますので、ご了承願います。 

 それでは、早速ですが、協議事項１番の付託案件

の審査に入ります。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

審査日程表のとおり、議案審査の順序を入れ替え、

本日は令和７年度各会計予算案の説明、質疑、討論、

表決及び委員会・分科会審査意見、要望の取りまと

めまでを行います。 

 明日１８日に、その他の議案の説明、質疑、討論

及び表決を行った後、議案全体についての委員会・

分科会意見、要望の取りまとめを行うこととしたい

と思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 なお、当局の説明は、基本的には部単位で組織順

としますが、スムーズに進行するため、審査日程表

のとおり、午前の日程を一部変更しております。午

前は、農業委員会の後、観光政策課と各振興局の一

括審査及びコウノトリ共生部の審査を行います。午

後は、コウノトリ共生部、農林水産課、環境経済課、

都市整備部、上下水道部の順に審査を行いたいと思

います。 

 なお、委員の質問については、丁寧な対応をお願

いしたいと思います。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者名を名のって、マイクを使用してから行ってい

ただきますようお願いいたします。 

 それでは、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、

答弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別の

ご協力をお願いします。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前９時２８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２９分 分科会開会 

○分科会長（米田 達也） ただいまより建設経済分

科会を開会します。 

 それでは、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般

会計予算を議題とします。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔に説明願い

ます。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 それでは、農業委員会から説明願います。 

 農業委員会、安藤局長、お願いします。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 一般会計予算

説明書の２０６、２０７ページをご覧ください。農

業委員会事務局で所管する予算、農業委員会費につ

いては、農業委員と農地利用最適化推進委員の報酬

等の人件費と事務局運営経費となります。農業委員

会の中心となる業務については、農地法に基づく農

地の権利移転の許可等の事務、担い手への農地集

積・集約化及び遊休農地の発生防止・解消等による

農地利用の最適化としております。 

 主たるものを説明いたします。 

 まず、説明欄の２枠目の人件費、委員報酬です。

農業委員１９名分、農地利用最適化推進委員２５名

分です。前年度と同額となります。 

 上から２２行目、非常勤職員公務災害補償保険料

については、前年度と同額となっております。 

 次に、その１行下の農業委員会費は、前年度と比
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較して１７４万７，０００円の減となっております。

減額の要因について説明いたします。令和６年度は、

農業委員等の視察研修費用が１泊２日の行程で予

算を計上しておりましたが、令和７年度につきまし

ては任期３年目となり、日帰りでの行程で視察研修

を行うこととし、減額をしております。また、令和

６年度は、現在使用している農家台帳システムから

農業委員会サポートシステムへデータを移行する

ために要する予算を計上していましたが、令和７年

度につきましてはその予算は必要としないため、そ

の分の予算を減額しております。 

 それ以外の予算につきましては例年どおりとし

ております。 

 ２０９ページをご覧ください。説明欄の上から１

４行目の農業者年金事務費は、農業者年金の加入推

進、手続等に関する事務経費で、例年どおりとなっ

ております。 

 次に、歳入の主なものを説明いたします。 

 ５１ページをご覧ください。説明欄の２枠内、上

から５行目の農業委員会交付金についてです。農業

委員会法に基づき兵庫県から交付されるもので、事

務局職員の人件費に充当しております。 

 その６行下の機構集積支援事業費補助金は、農地

中間管理機構であるひょうご農林機構が担い手へ

の農地の集積・集約化を促進するに当たり、農業委

員会等が関連する業務を適切に実施できるよう補

助されるもので、本市においては、農地法に基づく

事務の適正実施のための事務を補助対象とし、農地

台帳システム運用に係る会計年度任用職員の報酬

に充当しております。 

 ５３ページの９行目、農地利用最適化交付金は、

担い手への農地集積・集約化等農地利用の最適化が

農業委員会の必須業務になったことにより、農業委

員、推進委員の活動を活発化するために予算化され

たもので、それぞれの報酬に充当しております。 

 その下、国有農地等管理処分事業事務取扱交付金

は、国有農地の管理事務に対して兵庫県から交付さ

れるものです。主な事務内容は、竹野地域における

国有農地の使用料徴収です。 

 続いて、６７ページの３枠目の下から６行目、雑

入のうち委託料の欄１行目、農業者年金業務は、農

業者年金基金からの委託料です。事務局職員の人件

費と事務費に充当しております。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 なお、債務負担行為、地方債はございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、安藤局長については退席いただいて結

構です。 

 続きまして、観光政策課の説明をお願いいたしま

す。 

 観光政策課、惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） それでは、新規事業

など、主立ったものを中心に説明いたします。 

 歳出から説明いたします。 

 １２９ページの説明欄をご覧ください。専門職大

学連携推進事業費１，０９１万９，０００円を計上

しております。様々な地域課題の解決を図るため、

専門職大学の多様な専門的知見を活用した地域連

携事業として、５つの事業を実施する予定となって

おります。２０２５年度は、毎年実施しております

高大連携事業や子供の居場所づくりのための意識

調査事業など、継続するものが４事業、新規が１事

業となっております。新規事業につきましては、竹

野振興局が主体となって、竹野魅力再発見プロジェ

クト事業に取り組みます。特に、夏と海以外の竹野

地域の魅力を調べ、体験できるプログラムの造成に

取り組む予定です。 

 続きまして、その少し下、観光まちづくり推進事

業費です。企業人派遣制度活用による派遣負担金で

３名分を、また、豊岡観光イノベーションの組織強

化として、アドバイザーや市職員の配置に関わる費

用として、合計３，９７５万円を計上しております。 

 次に、１３１ページをご覧ください。豊岡演劇祭

協同開催事業費についてですが、実行委員会への事
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業費負担金として２，５００万円、事務費負担金と

して５００万円を計上しております。演劇祭実行委

員会の予算は、国県の補助金、市町の負担金が半分

以上を占めており、文化庁などの補助金の採択いか

んによっては、大きな影響を受ける状況となってお

ります。今後とも演劇祭を安定的に継続して実施す

るためにも、自主財源の確保が必要と考えておりま

す。実行委員会では、２０２５年度に向け、企業メ

セナやクラウドファンディング、入場料の見直しな

どで、財源構造の多様化に取り組む予定であります。

また、市といたしましても、地方創生推進交付金申

請に向かうとともに、企業版ふるさと納税の寄附獲

得やガバメントクラウドファンディングに取り組

んでまいります。 

 次に、１３３ページ、下のほうをご覧ください。

文化観光推進事業費についてです。業務委託料のと

ころです。玄武洞公園ライトアップと音響進行管理

業務ですが、専門職大学のデスティネーション実習

で玄武洞公園の集客促進について課題としたとこ

ろ、学生よりイルミネーションの提案を受け、予算

化したものです。玄武洞公園のライトアップ事業は

２０２２年度から実施しておりますが、開催時期や

デザインを変更するなど工夫してきましたが、２０

２３年度は１，３８４人、２０２４年度は７６０人

と観覧者数が減少しており、新たな取組として冬期

のイルミネーションを実施し、玄武洞公園の魅力を

発信し、集客に努めてまいります。内容につきまし

ては、光と音響のコラボを行い、期間は１１月１５

日から１２月２５日までの土・日・祝と１２月２４、

１２月２５の予定となっております。城崎地域の繁

忙期に合わせた開催を目指し、周遊促進に取り組み

ます。 

 続いて、事業委託料についてです。豊岡演劇祭の

公式プログラムとして、美しい村を舞台とした演劇

公演事業、但東さいさいの委託料になります。２０

２５年度は、新規に文化芸術創造拠点形成事業の補

助金、補助率３分の１に向けて申請を予定しており

ます。 

 続いて、その下の地域おこし協力隊推進事業費で

は、観光政策課分として２，４４０万３，０００円

を計上しております。先日の新聞にもありましたが、

高齢者や障害者など、誰もが気兼ねなく観光を楽し

める環境を整備するため、電動車椅子や入浴介助の

サービスを提供するユニバーサルツーリズムの推

進として、協力隊２名を受け入れております。また、

深さをもった演劇のまちづくりの推進では、豊岡演

劇祭のスタッフとして２名、豊岡アートアクション

に１名の配置を行い、地域の活性化や問題解決に向

けた取組に新たな視点や発想を取り入れていきま

す。 

 飛びまして、２３３ページの下のほうをご覧くだ

さい。観光事業費の観光政策課分として、９，３７

３万９，０００円を計上しております。その中の業

務委託料として、観光振興財源の在り方検討業務を

新たに計上しております。２０１９年に大交流ビジ

ョンの実現に向けた財源のあり方検討委員会で、財

政状況が厳しくなることを、理解を得ながら、新財

源などの導入に向けて検討しておりました。 

 ですが、２０２１年、コロナの感染症の拡大によ

り検討は一時中断となりました。コロナ禍を経て、

２０２３年度に持続可能な観光地であり続けるた

めの観光地経営アクションプランを策定いたしま

した。 

 そのアクションプランの中では、４点、１、観光

地マネジメント力の強化、２、人材確保と育成、３、

分野横断による取組、４、安定財源の確保を柱とし

て目標を定めております。 

 ２０２５年度は、安定財源の確保のために検討委

員会を組織し、まず新たな財源が本当に必要かどう

か、必要とするならどのような形とするか、また、

観光産業の発展のためにどのように使うかなど、使

用目的も含めて検討していく予定となっておりま

す。今後も観光客に選ばれる観光地であり続けるた

めに、アクションプランに沿って総合的に観光振興

を図ってまいります。 

 次に、２３５ページからの玄武洞公園管理費です

が、説明は２３７ページの上のほうをご覧ください。

業務委託料についてですが、新規事業としてバリア
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フリー化検討業務３６４万１，０００円とキャッシ

ュレス決済導入業務９２万１，０００円を計上して

おります。その下の設置工事費につきましては、公

園敷地内の光回線を地中化するための配管設置工

事４２万９，０００円、さらには、特に雨の多い時

期、青龍洞、白虎洞において落石が多く発生してお

り、観覧者に危険を及ぼすため、落石防止ネット設

置工事１，０００万円を計上しております。 

 最後に、２４１ページ、中ほど、泉源管理費です。

泉源管理費については、竹野泉源については、２０

２４年２月に水中ポンプ交換以降、揚湯量が減少し

ており、宿泊事業者への配湯ができない状況が続い

ておりました。５月１３日から泉源を調査した結果、

鉄さびの堆積が原因と考えられ、井戸孔内の深部に

おいて洗浄を数回実施しました。第１期工事は７月

２２日から、深度約９５メートルまでの洗浄をしま

したが、湯量、濁りとも改善できませんでした。１

２月補正後、第２期工事として１月９日から深度約

４８０メートルまでを洗浄したところ、湯量や温度

ともに回復し、３月３日から配湯が再開できました。

その竹野温泉を各宿泊事業者へ配湯するタンクロ

ーリーですが、２０１５年度に購入以降、経年劣化

と温泉成分の影響で修繕が多発し、運転の安全確保

が難しくなってきております。事業用備品として、

タンクローリーの予算１，０６６万２，０００円を

計上しております。 

 続きまして、歳入です。 

 ２９ページ一番下の段をご覧ください。玄武洞公

園観覧料として４，０００万円を計上しております。 

 次に、３５ページ一番下の段、文化芸術振興費補

助金については、玄武洞ライトアップや特別イベン

ト事業の経費として３分の２の補助となっており

ます。 

 次に、７７ページをご覧ください。一番上、泉源

管理施設整備事業債として、重ねてになりますが、

竹野泉源の配湯業務用のタンクローリーの購入費

用１，０６０万円に対する過疎債を計上しておりま

す。 

 最後に、１１ページの一番上、第３表、地方債で

配湯用タンクローリー分を計上しております。 

 観光政策課の説明は以上となります。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 観光地経営の在り方検討のと

ころで、ちょっと教えていただきたいなというのが

何点かありまして、やはり今なかなか財源が厳しく

なっていくっていう意味合いにおいては、非常にそ

ういう考え方は各地方もやられてるっていう中で、

宿泊税だとか、そういったものがメインになってく

るんかなというふうに思うんですけれども、やはり

観光地だけの宿泊って、具体的にいうと城崎がどう

しても多いので、城崎の一部だけで枠をするんでは

なくて、やはり神鍋もありますし、豊岡市内におい

てもビジネスホテルを利用して各観光地だったり、

いろいろなところに行かれますので、やられるので

あれば、しっかりそういった全体的な捉え方と、一

部だけでやって一部のために使うっていう発想じ

ゃなくて、やはり豊岡市自体で観光を目的とした

方々に来てもらって、それに対して、ハード面とい

いましょうか、そういったものを整備していかれる

目的だというふうに思うんですけれども、その辺り

の考え方をどのように考えられてるでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） まず、新財源につき

ましては、入湯税であるとか宿泊税であるとか、ま

ずどちらにするかどうかとか、どこの地域に限定す

るというところも含めて、この検討委員会で協議し

ていきたいと思っております。また、使用目的によ

っては、ハード面であったりソフト面であるという

ところもありますので、徴収する事業者の皆さんの

理解を得られるような使用目的を考えていきたい

と思っております。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 京都なんかはやっぱり、ラン

クといいましょうか、宿泊税でいいますと、泊まる

金額によって、最大何か１万とかいうような話が飛

び交っておりますけれども、やはり一部だけでしち
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ゃいますと、一部だけで、またその一部のために財

源をキープするっていう発想では、やっぱり豊岡市

のことを考える中では、非常にある意味、せっかく

これだけの観光の魅力のあるところでありますの

で、やはり幅広く、やるからにはしていただいて、

幅広く整備をしていただきたいなというふうに思

いますので、その辺りをしっかりと踏まえてやって

いただきたいと思うんですけども、いかがでしょう

か。 

○分科会長（米田 達也） 惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） 今、観光地戦略を各

観光協会において策定をしております。２０３０年

度に向けて事業計画を中長期的に計画立てていた

だいております。その中で、どのような予算が要っ

て、どのような役割分担をするかなど、今、各団体

でご協議いただいております。そちらを踏まえた上

で、宿泊税なり入湯税なりになったときに予算の配

分等を考えさせていただきたいと思っております。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 万博は今、別々。 

○観光政策課長（惠後原博美） 万博は秘書広報課で

す。 

○委員（田中藤一郎） すみません。ほんならいいで

す。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。

よろしいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 続きまして、各振興局の説明を振興局ごとにお願

いします。 

 それでは、まず、城崎振興局及び城崎温泉課から

説明願います。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） それで

は、城崎地域振興課の主な事業から説明させていた

だきます。 

 まず、歳出という部分で、１１１ページをお開き

ください。真ん中の囲みになりますが、中段よりち

ょっと下のほうに城崎振興局プロジェクト事業費

がございます。その３つ下に業務委託料としまして、

まず初めに若者会議イベント会場設営業務５０万

円ですが、こちらは城崎・港地域の若者会議メンバ

ーが、地元を愛し、誇りを持ち、地元の魅力を再発

見することが、若者が地元を離れず、また地元に戻

ってくることにつながると考え、夏の期間中にイベ

ント開催を計画しており、その会場の設営費となっ

ております。 

 その下、麦わら細工振興業務２５万５，０００円

ですが、こちらは麦わら細工の振興としまして、市

内の小学校の児童を対象に麦わら細工についての

学習と製作体験を実施するものです。 

 その下の観光地の災害対応在り方検討業務１１

０万円ですが、城崎において、観光地での災害対応

の在り方を地元住民や観光関係者等と話し合い、そ

れぞれの役割などの整理を行うものとしておりま

す。 

 その下の補助金、初めに城崎夢花火事業費５００

万円、こちらは城崎温泉で誘客として夏休みの平日

に行われる城崎夢花火の打ち上げに対して支援を

行うものです。 

 その下の城崎・港地域未来づくり事業費１００万

円ですが、こちらは市民と共創する行政を目指し、

城崎・港地域でのおおむね１０年先の未来を見据え

た際に考えられる地域課題について、課題の解決に

つながる取組について支援を行います。 

 その下の北但大震災復興１００年記念シンポジ

ウム開催事業費２００万円ですが、１９２５年５月

２３日に発生しました北但大震災から１００年の

節目に当たります今年の５月２３日に、城崎におい

て震災被害からの復興を振り返るとともに、未来へ

向けたまちづくりを考えるために、北但大震災復興

１００年記念シンポジウムが開催されますので、そ

の支援を行います。 

 次に、１３３ページをお開きください。下のほう

になりますが、地域おこし協力隊推進事業費、こち

らに城崎地域振興課の３名分の１，２５８万９，０

００円が含まれております。 

 次に、２３９ページをお開きください。１７行目

になりますが、城崎観光施設管理費という部分で、
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さらに１１行下に投資委託料がございます。まず初

め、実施設計３，３５４万円ですが、こちらは城崎

温泉交流センター、通称さとの湯、こちらは城崎文

芸館と麦わら細工伝承館の機能を統合し、建て替え

をすることとしまして、今年度は基本計画の策定を

行い、来年度から実施設計を行う予定としておりま

す。実施設計は令和７年から８年の２年度にまたが

り、令和８年度には、この後説明させていただきま

すが、債務負担としまして６，１６０万円を計上さ

せていただいております。 

 その下の施工監理ですが、さとの湯は本年度、解

体の設計を行っておりまして、来年度は建築の設計

と併せまして施設の解体を行うこととしておりま

す。その解体工事の施工監理費になります。 

 その下の調査１，４０７万円ですが、さとの湯の

解体工事に伴う振動などによります周辺住宅への

影響などの調査費となります。 

 ５行下になりますが、解体工事費、城崎温泉交流

センター１億１，９６８万円、こちらが先ほど説明

させていただきました城崎温泉交流センター解体

のための工事費となっております。 

 歳出は以上となります。 

 続きまして、歳入の説明を申し上げます。 

 ６１ページをお開きください。一番上の囲み、２

行目のふるさと応援寄附金になりますが、歳出で説

明しました城崎夢花火事業分の１５０万円がこち

らに含まれてございます。 

 そして、次に、７５ページをお開きください。一

番下の囲みになります。観光施設整備事業債、城崎

温泉交流センター１億７，５９０万円、歳出で説明

いたしました城崎温泉交流センター建て替えに関

するものとなります。 

 次に、７９ページをお開きください。一番下の囲

みになります。過疎対策事業債、こちらには先ほど

説明させていただきました観光地の災害対応の在

り方検討会、城崎温泉の夢花火の補助、麦わら細工

等々という部分で、合わせまして７６０万円が含ま

れてございます。 

 歳入は以上となります。 

 次に、債務負担ですが、９ページをお開きくださ

い。７つ目になりますが、城崎温泉交流センター再

整備事業、こちらが先ほど説明させていただきまし

た設計という部分になりまして、６，１６０万円計

上させていただいております。 

 次に、地方債となります。 

 歳入での説明と重複してしまいますが、１０ペー

ジをお開きください。下から５つ目になります。観

光施設整備事業債、城崎温泉交流センター１億７，

５９０万円、これがさとの湯の建て替えという部分

になります。 

 そして、１２ページをお開きください。過疎対策

事業債７６０万円が城崎地域振興課分となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 城崎振興局、冨岡局長。 

○城崎振興局長（冨岡  隆） 私のほうからは、城

崎温泉課の予算につきまして説明をさせていただ

きます。 

 ２２９ページをご覧ください。一番上のところの

城崎町湯島財産区特別会計繰出金でございます。例

年どおり３，０００万円を計上しております。城崎

温泉の泉源管理等を行うものとして繰り出しをさ

せていただくものでございます。 

 城崎振興局の説明は以上となります。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） なかなかボリュームのある事

業だと思うんですけれども、特に今度解体してやら

れる温泉課のところでちょっと教えてください。 

 今回、非常にいろんなやつを併せて解体して新し

く造るということがあるんですけれども、やはりだ

んだんだんだん市の予算っていうのは厳しくなる

一方ですので、未来的に、将来的に見ますと、また

２０年、３０年もつのかもたないのかいうふうなと

ころがあるので、やっぱり城崎温泉といえば温泉な

ので、こういう施設の今の段階ではこういった予算

立てができるんですけれども、将来にわたっては非

常に厳しい財政の中で、修繕だとかいうようなとこ
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ろになってくる予算が非常に厳しくなるっていう

ところで、財政的な考え方はどのように考えられて

おられるんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） まず、

施設ですが、また来年度から設計という形でなって

いくと思うんですが、考え方としましては、今のさ

との湯自体、施設が大きいというようなこと、それ

でランニングコストが大変かかってしまいます。ま

た、規模的にも修繕という部分も大きいということ

がございますので、そういった反省を踏まえまして、

次、建てていく施設としましては、必要な機能は保

ちながら、でも、できるだけコンパクトなもの、必

要以上に大きくならないようなことと、あとは、先

ほど委員がおっしゃいました先のランニングコス

ト等も含めまして、なるべく先に負担が起こらない

ような、そういったもの。さらには、修繕費用も先

に収支がうまく、利益が上がっていくようであれば、

修繕費用も積立てができるようなこともできない

かなというような、ちょっとそういったことも検討

していきたいなと考えてございます。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 単純に聞きたいんですけど、

これはもうけられる施設なのか、これまでよくあっ

たように、地域のための施設なのか。もうけるため

の施設であるんだったら、少し消極的な感じが聞こ

えてきたんですけれども、やっぱりもうけて積み立

てていきながら、今後の修繕費を、１００％は難し

いのかも分かんないんですけれども、やはりそうい

った考え方で、今の段階で考えておかないと、建て

てから、もうからない施設だから、僕なんかは廃止

だとかいうような将来になられても嫌だなってい

うふうな思いがあるもんで、その辺りをちょっと聞

かせてほしいんですけれども、やはりもうけられる

施設の在り方を考えていっていただきながら、積立

てをしていきながら、将来にわたっては修繕費はた

めておくんだっていうふうな考え方自体は、検討委

員会の中ではあるんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 冨岡局長。 

○城崎振興局長（冨岡  隆） 今ご指摘のとおりの

視点っていうものは捉えてやってますけど、やはり

公共施設になりますので、表立ってもうかるとかっ

ていう話ではなくて、市として、観光施策として必

要なものという制度の中でさせていただいている

のが１点と、それから文芸館ですとか伝承館ですと

かっていう、城崎地域にとっては必要な文化とか歴

史の展示というような機能があって、そこは今まで

から不採算部門でありましたので、そういったもの

をトータルとして機能を集約してするという建物

になりますので、その財源のほうにつきましては、

そうはいいましても城崎の観光客のお客様を相手

しますので、収益性も十分考えながらしていかない

といけないんですけど、市としてもうかる施設を造

るということは、公共施設としては考えていません

ので、維持管理のことも踏まえながら、何とか利用

料の中で施設の維持管理が将来的にもできるよう

なことを考えて進めていかないといけないなとい

うふうには思っておりますので、今ご指摘のところ

は、観光客のお客様のほうから収益をいただいて、

それで民間と同じような感じで進めたらどうかと

いうようなご指摘のようにも聞こえたんですけど

も、やっぱり不採算部門も抱えたりいうところがあ

るので、公共施設としてやっていくというところが

ございますので、ご指摘の点も踏まえながら進めて

いきますけれども、民間と同じような経営としては、

運営はちょっとしにくいかなと考えています。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 具体例でいいますと、出石の

乙女の湯なんかは、まさしくそういった捉え方だっ

たんですけど、当時よく今の副市長が言われた言葉

の、赤字で不採算が多過ぎて、だから民間に言って

いくんだとか、廃止をしていくんだっていうふうな、

今時点でもそういった考え方がある中で、今のよう

な発想でしちゃいますと、１０年後、１５年後、特

にちょっと温泉的なやつっていうのは非常に施設

が壊れやすいといいましょうか、そういったところ

があるので、そういう考え方は分からんことないん

ですけども、現に起こっている状況でいうと、都合
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がいいときには、赤字で施設は運営できないからも

うやめちゃうんだっていうふうな、そういった考え

方があるので、その辺はよく気をつけていただいて

おかないと、せっかくのいいものを今後も残してい

くためには、そういった経営改善的なものの必要性

っていうのは、今の責任者として考えといて、こう

いった検討会の中でしっかりと落とし込んでいた

だきたいなっていうふうに思いますので、もしかし

たら本当に１５年後、２０年後、なくなっちゃう、

もうからんから、維持管理できないから廃止しちゃ

うんだっていうふうなところになりかねないので、

そこのところはしっかりと伝えていただけますで

しょうか。 

○分科会長（米田 達也） 冨岡局長。 

○城崎振興局長（冨岡  隆） 先ほどの説明で橋本

参事のほうも申し上げましたけど、やっぱりご指摘

のとおり、今のさとの湯が平成１２年に建ちまして、

２０年程度で今のような状態を引き起こしてしま

いました。原因は、維持管理費に結構お金がかかる

んですけど、市民入浴料、町民入浴料、それから城

崎独特ですけど外湯めぐりの料金みたいなことで、

料金価格としては安い中で、ああいう建物になって

維持管理が回らなくなったというところがござい

ますので、その反省を踏まえて、今、施設規模につ

いて検討しておりますし、施設の設計のほうの段階

につきましても、維持管理が適切にできるような、

そういった目線で考えておりますので、２０年後、

３０年後に今回と同じようなことが起きないよう

に、万全の準備をしながらということで、そういっ

た認識は検討会の中ともスタートのときから共有

しながら進めてきておりますし、経営のこともシビ

アに地域の皆さんと相談しながら今、進めてきてる

ところでございます。以上です。 

○委員（田中藤一郎） よろしくお願いします。以上

です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 関連してですけど、さとの湯

というふうなことですけども、私は駅前での観光拠

点になる、インバウンドも含めて非常にステーショ

ンといいますか、やっぱり外人の目にも安普請じゃ

なくてしっかりしたものを造ってほしい。大きなも

のじゃなくていいものを。駅ということ、また、Ｊ

Ｒのお客さん、たくさん来られますから、文芸館と

か麦わら細工も含めて、やっぱり城崎温泉の歴史と

か、ギャラリーも含めてですけども、しっかりとし

たいいものをまず造ってほしいのが一つ。 

 温泉は、やはり、言い方は悪いですけど、さとの

湯は昔は町民が利用される銭湯でしたね。それをど

んどん観光客ということで駅前に持っていかれた

わけですけども、一般の市民の、言ったら町民の方

が、本当に言わば銭湯代わりに使われる施設じゃも

うないわけですから。それとそぞろ歩き。６つの湯

っていうのは大谿川沿いにしっかりと、それはきっ

ちりとしたそういう温泉めぐりっていうのは、一つ

はそれでもう目的あるんだから、やっぱり温泉も少

しコンパクトに、そういう施設の長寿命化も含めた

ら、やっぱり木もいいけども、そういうものに、湿

気、それから使えるものでコンパクト化もして温泉

というような、それをしっかりとやっていただかな

いと、何でもかんでも今がよければじゃなくて、そ

ういうのでたくさん失敗してますから、ほかの町も。

それを肝に銘じて、いいものを造ってください。以

上です。 

○分科会長（米田 達也） 要望で。 

○委員（浅田  徹） もう要望です、これは。要望。

いいです、聞かなくても。要望。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 次に、竹野振興局の説明をお願いします。 

 竹野振興局地域振興課、森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 歳出か

ら説明いたします。 

 ９５ページをご覧ください。説明欄中段、財産管

理費の投資委託料７５３万５，０００円は、旧東大

谷野外活動施設の解体工事費の設計及び工事監理
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費として計上しております。なお、この旧東大谷野

外活動施設の関係につきましては、明日の分科会で

報告事項としてご説明させていただきます。 

 続いて、１４行下の解体工事費のうち、竹野振興

局分として、旧東大谷野外活動施設の解体工事費１，

８２６万円を計上しています。 

 次に、１１３ページをご覧ください。説明欄上の

枠の下から８行目、竹野振興局プロジェクト事業費

です。振興局管内の市道、水路等の修繕料３００万

４，０００円。補助金として、竹野の知名度向上及

び地域経済活性化のため行われ、例年多くの観光客

でにぎわう、たけの海上花火大会事業へ４００万円。

竹野駅から竹野浜間を対象地域として、家屋の外壁

に焼き杉板を使用することに対して、材料費の３分

の１、上限２０万円を補助する竹野焼杉板景観保全

事業へ６０万円、地域内での子育て支援、福祉事業

等への取組に対する豊岡市女性団体活動費として

１５万円をそれぞれ計上しています。 

 次に、１２９ページをご覧ください。説明欄の中

段やや上辺り、専門職大学推進事業費のうち、竹野

振興局分として、事業委託料など１４０万１，００

０円を計上しています。これは、竹野魅力再発見プ

ロジェクト事業で専門職大学と連携し、竹野地域全

域で夏と海以外の地域の魅力を調査検討し、その魅

力が体験できるモニターツアーを実施するもので

す。 

 次に、２１９ページをご覧ください。説明欄一番

下の枠、上から５行目、竹野ふるさと生きがいセン

ター管理費です。椒地域にありますふるさと生きが

いセンターの管理経費として４９万７，０００円を

計上しています。 

 次に、２３７ページをご覧ください。説明欄真ん

中やや上辺り、竹野北前館管理費です。修繕料１１

４万８，０００円は、大浴場のろ過器のろ材交換の

費用を計上しています。そのほか、主なものとしま

しては、指定管理料の９６７万１，０００円を計上

しています。 

 続いて、その下、竹野川湊館管理費です。竹野川

湊館管理費の主なものは、指定管理料の３１３万８，

０００円と、駐車場用地の借地料として計上してお

ります。 

 次に、２３９ページをご覧ください。説明欄、上

から４行目、観光施設管理費のうち竹野振興局分と

して、整備工事費２，３８８万１，０００円を計上

しています。これは、竹野浜海水浴場の中央トイレ

と弁天浜野営場のトイレの洋式化と照明をＬＥＤ

化などの工事費です。また、竹野海岸のほか、弁天

浜、切浜、浜須井地区に設置している観光トイレ９

か所の光熱水費１５６万６，０００円のほか、施設

の修繕料など、合わせて２，５７０万８，０００円

を計上しています。 

 続きまして、同じページ、下から１３行目、竹野

観光施設管理費です。主なものとしまして、手数料

の観光施設看板撤去９８万１，０００円、竹野浜美

化業務委託料１００万円を計上しています。また、

竹野子ども体験村、弁天浜野営場、今後谷用地等の

観光施設の管理に係る経費を計上しています。 

 歳出についての説明は以上です。 

 次に、歳入について説明させていただきます。 

 ２９ページをご覧ください。説明欄の下から４つ

目の枠、農業使用料、竹野ふるさと生きがいセンタ

ー使用料５８万４，０００円は、椒にあります豊岡

市立椒地域ふるさと生きがいセンターの使用料を

計上しています。 

 ４１ページをご覧ください。説明欄の下から２つ

目の枠、新しい地方経済・生活環境創生交付金の第

２世代交付金のうち７０万円が竹野振興局分で、竹

野魅力再発見プロジェクト事業分となります。 

 次に、６１ページをご覧ください。基金繰入金説

明欄、上から５つ目の枠、仲田光成記念基金繰入金

２５万３，０００円は、竹野川湊館に展示、保管す

る仲田作品の維持管理費のため、費用の一部を基金

から繰り入れるものです。 

 続いて、４つ目の枠、公共施設整備基金繰入金の

うち２，５００万円が竹野振興局分で、歳出で説明

しました旧東大谷野外活動施設の解体に係る委託

料及び工事費に充当するものです。 

 次に、７１ページをご覧ください。説明欄、上か
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ら６行目、弁天浜野営場の２６万円は、弁天浜野営

場におけるキャンプ場開設期間の上下水道料金と

電気代使用料を光熱水費等使用者負担として計上

しております。 

 次に、７３ページをご覧ください。中段やや上、

補助金・交付金のうち、国立公園等資源整備事業費

補助金１，１１６万７，０００円は、歳出で説明し

ました観光トイレ改修工事に充当する補助金です。 

 次に、７５ページの説明欄、一番下の枠、下から

３行目です。観光施設整備事業債の竹野観光トイレ

１，２７０万円は、歳出で説明しました観光トイレ

改修工事に充当する地方債です。 

 次に、７９ページをご覧ください。説明欄の一番

下、過疎対策事業債のうち竹野振興局分としまして

は、竹野振興局プロジェクト事業費、北前館管理費、

川湊館管理費を対象として、１，７３０万円を計上

しています。 

 歳入についての説明は以上です。 

 最後に、地方債について説明させていただきます。 

 １０ページをご覧ください。下から３行目、観光

施設整備事業費のうち、竹野観光トイレ１，２７０

万円が竹野振興局分です。歳出で説明しました観光

トイレ改修工事に係る地方債です。 

 次に、１２ページをご覧ください。一番下の行、

過疎対策事業債は歳入で説明したとおりです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度もすみません、せっかく

なので。 

 ちょっと竹野、但東町もそうですし、城崎もそう

なんですけど、非常に人口減少が激しい地域であり

ながら、振興局の取組の中では、非常に人口減少対

策といいましょうか、そういったものがなさ過ぎる

んじゃないかなというふうに思っているんですけ

ど、その辺りの考え方は、振興局としてどう考えて

はるのか、ちょっと教えてください。局長でお願い

します。 

○分科会長（米田 達也） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 先日も一般質問の中

でもありましたけれども、今回「たけのお仕事図鑑」

っていうものを作らせていただいて、広く移住定住

に向けた、それが移住者、定住者につながっていけ

ばというふうなことで、竹野の魅力を一つでもアピ

ールする取組、それをやっていく、それが一つの人

口減少対策なのかな、それにつながっていけばとい

うふうに思ってますし、それと空き家対策の関係に

つきましても、これも若者会議からの発案です。そ

の取組として、今回、空き家に対するきちんとした

認識をしましょうということで、これも外部ってい

うんですか、町内のＮＰＯのほうに委託をかけて、

パンフレットのほうも作成して、昨日と一昨日、竹

野町内のコミュニティのほうでもそんな取組をし

ました。空き家の対策についても、これも一つの移

住者、定住者につながっていけばというようなこと

で、もしも空き家になりそうな物件があるんであれ

ば、そういった取組につながっていけないかなとい

うふうなことを考えてますので、これも一つの移住

定住で人口減少対策、そういった取組にならないか

なというふうなことで、今年度からそういった取組

をやってるところです。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） そういったところで、地域情

報発信事業の金額が、もう１９万円。事業費が。そ

ういったとこら辺で、今言われているような形が本

当に取れるのかどうか。やはり情報がしっかりと伝

わらないと、移住者の方々とかもなかなか伝わって

竹野のほうに移住してこられないっていうふうな

ところがあるかと思うんですけれども、やはりそう

いった、お金が全てではないんですけど、しっかり

とした事業費を取っておかないと、やはり伝わらな

いんではないかなというふうに考えておりますけ

ど、その辺りどうでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 先ほどの委員から申

し上げていただいた地域情報発信事業、これは竹野

の観光のＰＲのために、毎年これは観光協会と竹野
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振興局とが、京阪神を中心に観光のＰＲをやって夏

の入り込みを増やしていこうというふうな取組の

一つでございまして、あと、人口減少対策の来年の

取組、先ほどからありましたように竹野魅力再発見

事業というふうなところで、今まで川湊再生プロジ

ェクトといって竹野川の河口周辺の地域を対象に

したなりわいを目的とした取組を今まで５年間ほ

どやってたんですけれども、ご承知おきいただいて

ます竹野海町マーケットだったりとか、駅前の憩い

の場の創出されてます喫茶店を経営をされてます

ぱんぷきんさん、そういった取組でやってたんです

が、今後は竹野町内全域を視野に入れて、３つのコ

ミュニティ地域を対象として、竹野のもう一度魅力

というものを、何があるのかなというふうなところ

を上げていった中で、これにも当然、若者会議のメ

ンバーにも入っていただく予定にしてますし、それ

を出していただく中で、行く行くはモニターツアー

等を実施していく中で、移住定住につながっていく

取組、これが専門職大学の連携事業ということで、

１４０万１，０００円、今回それを上げさせていた

だいてます。金額がというふうなところもあります

けれども、まずは今年度、２０２５年度は、その取

組の実行委員会体制をきちんとしていった中で、モ

ニターツアーを今後展開していきたい、そのように

考えています。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 最後に、ちょっと意見といい

ましょうか、僕は先日、去年か、ある人と、知り合

いの人とちょっと行ったんですけど、香川県だとか

尾道市のしまなみ海道のところに行ったんですけ

ど、竹野に似た海岸沿いのところに、東京から来ら

れた一流シェフが、東京から離れて、そういった古

民家を買われて改造されて、まさしくそこに定住さ

れて、それ一つだけで、いいところが一つ来れば、

それに倣って、その町に定住してくる。なおかつ、

東京のほうで一流レストランだったんで、東京から

だとか、応援隊じゃないんですけど、それを食べに

来られる方が来られるっていうふうなところがあ

るんで、幅広いやつもいいんですけど、特に竹野な

んか海の幸が豊富なんで、やっぱりそういったとこ

ろに特化していって、あるポイントをつかまえてや

るっていうのも一つの大きな方法じゃないかなと

いうふうに思いますので、ご意見ですけれど、参考

にされるかどうか分かんないですけど、ポイントを

絞ってやられるっていうのは非常に大事なことか

なというふうに思っております。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 先ほどの説明の中で、たくさ

んトイレの改修っていうのが出てきたんですけれ

ども、そういうトイレ改修については、以前は和式

トイレだったのか、また、結構不衛生的な感じだっ

たから改修されるのか、そこら辺はいかがですか。 

○分科会長（米田 達也） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 今まで

は和式トイレが主でして、その和式トイレ、これか

らいろんな方に使っていただけるように、インバウ

ンドもありますし、それを洋式化にするっていうこ

とで考えております。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そしたら、細かいことですけ

ども、洋式化するだけで、トイレのほかの、便器だ

けを洋式化するんで、ほかのことについてはいろわ

ないということですか。 

○分科会長（米田 達也） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 便器だ

けではなくて、ＬＥＤもそうなんですし、照明、あ

とはオストメート、身障者用トイレのところにベビ

ーベッドだとか、あと、トイレに入るのに砂だらけ

になっちゃいますので、その砂を落とす、手洗い、

足洗い場を設置するというようなことを考えてお

ります。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。これはどこの

観光地でも、今は竹野の海水浴場のとこですけども、

ほかの例えばキャンプ地を持っていらっしゃる振

興局さんとか、ほかのところでもあると思うんです

が、そこら辺は振興局のほうではそういうトイレ改

修なんかは既にできているということなんでしょ
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うか、観光地なんかにおいて。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 今のは竹野地域のこ

とだけですか。 

○委員（上田 伴子） だけじゃなくって。 

○竹野振興局長（石田 敦史） じゃなくて。（「取

りあえず竹野」と呼ぶ者あり） 

○委員（上田 伴子） あっ、そうかそうか、ごめん

なさい。分かりました。了解です。 

○竹野振興局長（石田 敦史） よろしいですか、竹

野だけを申し上げましょうか。 

○分科会長（米田 達也） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 竹野の海水浴場を中

心に、今トータル５つぐらいあったと思います。今

後は全てが全て、それを改修してそうしていくのか

っていうふうなところもあるんですが、利用頻度の

少ないトイレについては、廃止も含めて統合してい

くなりいうことも考えていきたいと思ってます。年

次的には２０２５年度と２０２６年度、この２か年

で何とか町内の観光のトイレは整備していきたい、

そのように考えてます。 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ちょっと教えてください。１

１３ページの中の補助金で、それぞれ一番下に豊岡

市女性団体活動費ということで、１５万円ですけど

も、やはりどういう活動か、狙いですね、非常に海

岸ですね、竹野浜、去年３回ほど行きますと、本当

にすばらしく、ごみもなくて砂浜もきれいなビーチ

になってるんですけども、外人も非常に増えてます。

そんなことでの何か活動の一端か、それもやっぱり

しっかりと管理するといいますか、渚百選に選ばれ

たようないいとこですので、それの力の入れ方も含

めてちょっと質問させてもらいます。 

○分科会長（米田 達也） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 先ほど女性団体の活

動費の１５万円、これは唯一、竹野地域だけが消費

者に関する団体、女性の、いわゆる愛育班っていう

活動がありまして、これはもう一昨年、もともとは

生涯学習課が所管しておったところだったんです

が、それが竹野振興局、生涯学習課が解散するって

いうふうなことも組織統合でありましたので、それ

を竹野振興局のほうで受けたんですけれども、もと

もと愛育班っていう活動は、地域のお年寄りの見守

りの活動を手助けされる、独り暮らしのお年寄りな

んかに弁当を配給したりとかいうふうな取組、また、

いろんな駅前の、どういったらいいんでしょう、花

壇なんかの彩りを添えていったりとか、そんな活動

をされてる団体で、唯一、豊岡市には竹野しかない

んです、この団体が。昔は出石にもあったんじゃな

かったかなと思いますけれども、恐らく出石も解散

されたというふうなことで、唯一、女性だけの、ご

婦人方が活動されてる団体が竹野にあるというふ

うなことでございます。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 特に女性の進出いいますか、

言い方悪いですけど、本当に社会貢献ということの

中で、こういう一つ高齢化、超高齢化を迎える、ま

た独居云々ということで、非常にここだけというよ

うなことで、もう少しやっぱり広がっていけばいい

なということと、しっかりと支えてあげて、モデル

になるよう頑張っていただきたいな、以上です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 続いて、日高振興局の説明をお願いいたします。 

 日高振興局地域振興課、徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） それで

は、歳出から説明いたします。 

 １１５ページをご覧ください。日高振興局費の説

明欄の１つ目のくくりの４行目、日高振興局プロジ

ェクト事業費４３５万４，０００円について、主な

ものを説明します。 

 報償金として６万円を計上しております。これは

日高東中学校と西中学校で開催を予定しておりま

す日高地域の先輩に学ぶ授業の講師謝礼６万円で
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す。また、費用弁償の１０万円につきましては、日

高地域づくり運営事業に係る事業参加者に対する

旅費であります。少し下の修繕料４０３万６，００

０円ですけれども、例年、道路水路等区内環境改善

事業を行っておりまして、地域の緊急的な要望等に

対応するための予算であります。 

 それから、次に、１２１ページをご覧ください。

同じく諸費の説明欄の一番上、電源立地地域対策交

付金事業費についてですが、これも例年と同額の４

６０万円を計上しております。これは発電用施設周

辺の地域を中心に、道路や水路補修工事等を行うも

ので、電源立地地域対策事業費交付金として歳入４

４０万円がございますが、これを財源としておりま

す。２０２５年度は２０２４年度に引き続き市道道

場浅倉線の舗装工事を予定しております。 

 続きまして、２３５ページをご覧ください。商工

費でございます。観光費の説明欄の上から１０行目、

補助金の日高夏まつり事業費について、これも例年

と同様に１００万円を計上しております。 

 次の２３７ページをご覧ください。同じく観光施

設管理費の説明欄の下から１１行目、湯の原温泉オ

ートキャンプ場管理費です。施設用地と、それから

建物の鑑定評価に係る手数料として２４９万５，０

００円を計上しております。湯の原温泉オートキャ

ンプ場に関しましては、今期の指定管理が終了しま

した後、２０２６年度をめどに民営化を進めており

まして、その条件整備のため、施設用地と建物につ

いて不動産鑑定評価を実施することとしておりま

す。 

 続きまして、２４１ページ、同じく観光施設管理

費の説明欄の下から８行目、道の駅「神鍋高原」整

備事業費です。このうち施工監理に６７１万円、そ

れから整備工事費として２億１５万円を計上して

おります。道の駅の長寿命化と、それから売店や飲

食施設等の脱炭素化を含む機能強化を図るための

改修工事に来年度は着手いたします。道の駅は２０

２５年度内のリニューアルオープンを目指してお

ります。 

 続きまして、３１７ページ、教育費でございます。

博物館管理費の説明欄上段の下から６行目、植村直

己冒険館管理費です。植村直己冒険館の維持管理運

営事業費として、５，９０２万４，０００円を計上

しております。 

 それから、その次の３１９ページでございます。

同じく博物館自主事業費の説明欄上段の上から７

行目、植村直己冒険賞事業費として冒険賞関連経費

６５５万４，０００円を計上しております。また、

同じくその下のくくりに植村直己顕彰事業費とし

まして２０２万６，０００円を計上しております。

このうち普通旅費として６１万３，０００円がござ

います。これは２０２６年に日本冒険フォーラムを

市内で開催することとしておりまして、そのための

関係者協議として、その旅費として計上しておりま

す。また同じく最下段のほうに業務委託料、記念碑

製作業務というのがございます。ここで１１０万円

計上しております。これは植村直己氏が消息を絶っ

て４０年という節目をこのほど迎えました。これを

契機に、改めて植村氏の言葉を語り継ぐことで、そ

の精神や人となりを継承していく、そのために言葉

の記念碑を冒険館敷地内に設置する事業でありま

す。これらの予算で、植村直己冒険賞を核とする顕

彰事業を実施したいと考えております。 

 そのほかにつきましては、昨年度と大きな変更は

ございません。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ４５ページをご覧ください。総務費県補助金の説

明欄１行目、電源立地地域対策事業費交付金、先ほ

どご説明申しました電源立地地域対策交付金事業

費の財源４４０万円でございます。 

 それから、７５ページをご覧ください。市債の商

工債でございます。この説明欄、観光施設整備事業

債の下から２行目、道の駅「神鍋高原」２億６８０

万円でございますが、これは歳出で説明しました道

の駅「神鍋高原」整備事業の整備工事費に充当する

市債でございます。 

 歳入は以上です。 

 最後に、地方債でございます。 
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 １０ページをご覧ください。下から２行目、観光

施設整備事業費の中の道の駅「神鍋高原」２億６８

０万円、これが日高振興局の所管分でございます。

先ほど説明申し上げました道の駅「神鍋高原」整備

事業に係る地方債となっております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度もすみません。まず、や

はりどうしても観光的なところを意識してるんで

すけれども、道の駅に関連したところで、今回まあ

まあの金額の修繕が行われるというふうな形があ

るんですけども、この修繕に当たっては、どのよう

な進み方、進め方をされてはったのか、ちょっと教

えてください。 

○分科会長（米田 達也） 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 修繕、

道の駅の改修に関しましては、これまで諸般各関係

機関とも協議を行い、また、改修事業に係る委員会

等も設置をする中で、具体的な像というものをこれ

まで描いてまいりました。ただ、どうしても要望は

いろいろある中でも財源が限られるというところ

で、重点的に市として行える範囲というものを限定

せざるを得ないという状況がある中で、道の駅に関

しましては、いわゆる長寿命化と、それから機能強

化というその２本の線で打ち出すということにし

ております。老朽化が激しいので、必要な修繕とい

うのを行う一方で、脱炭素推進室で市の政策として

神鍋地域の脱炭素化というのを施策として打ち出

しているという部分がございますので、その基礎を

なす部分として道の駅においても脱炭素化を含め

た機能強化ということを行いたいというふうに検

討をしてまいりまして、この予算を要求させていた

だく運びとなりました。 

 ただ、脱炭素化に関しましては、断熱化であると

か、それから照明のＬＥＤ化というのが大きな柱と

なっておるんですけれども、それぞれがどうしても

費用的な部分というのが大きいという要因がござ

いまして、このような２億円を超える予算となった

というそういう経過でございます。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） この施設も言われてるように、

時間がたつにつれて、そういった機能強化をしてい

かなければならないっていうことは、道の駅として

の魅力的なところっていうのが、非常に大事になっ

てくるというふうに考えるんですけども、要は私も

何回も利用はさせていただいているんですけれど、

非常に言い難いんですけど、非常に昔ながらの道の

駅、最新のほかのところの道の駅なんかを見てます

と、かなり劣ってる感があって、今回改修されるっ

ていうことで、非常に期待感を私自身は持ってたん

ですけども、非常にそういった進め方の中で、やは

り稼ぐところの施設が実は稼ぐ状況にはなってな

いんだっていうような声も実は聞いております。そ

の辺りの考え方はどうでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 確かに

道の駅も制度といいますか、始まって大分久しくな

っておりまして、その中で神鍋高原の道の駅も、や

はりちょっと旧態依然といいますか、古い部分がご

ざいます。新しくするためのいろんなレストラン部

分であるとか、それから売店部分であるとかの必要

な改装というのは、今後そういった今のプロの目線

を入れて整備をしていこうかなというふうに考え

ております。あわせて、日高振興公社において運営

のほうは行っておりまして、公社においても、地域

の特産品というものを、より新たな展開として生か

した運営、経営というものを考えておられます。こ

うしたものと連動させながら、なるべく真新しいも

のというのを提供できるように考えていきたいと

いうふうには考えております。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 柳沢局長。 

○日高振興局長（柳沢 和男） ちょっと補足をさせ

ていただきます。改修工事は改修工事としてさせて

いただくんですけれども、先ほど参事のほうからも

ありましたように、日高振興公社が指定管理者とし

て運営を行っております。日高振興公社の経営とし
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て、いろんなところで改善を図っていかないといけ

ないという課題もありまして、一つは２年ほど前に

専務が交代をして、新しい専務の下で今いろんな事

業展開を考えてるところでございます。魅力づくり

という点で、やっぱり地域の農産物等に焦点を当て

て、農林サイドのアドバイザー派遣というようなも

のも受けながら、地域での魅力づくりを今やってお

りますし、地域限定旅行業の取得もする中で、着地

型の観光というふうな部分の分野にも参入してい

くというようなところの今展開を進められており

ます。そういったことで、複合的に稼ぐ仕組みとい

うものはつくっていこうというような今形で来て

る状況です。補足で付け加えさせていただきます。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ですので、そういう考え方は

別に私も否定してるわけではないんですけど、先ほ

ど言ったとおり、施設自体に魅力がないと、内容以

外のところで、かなり老朽化しているっていうふう

な、そういったところに手をつけていかないと、今

の時代っていうのはなかなかお客さん自体が入っ

てこないんじゃないかな。こういった大規模修繕の

際に、やっぱりしっかりとしたメッセージじゃない

んですけども、一人でも多くの人がスムーズに入り

やすい施設っていうことの重要性っていうとこら

辺はどうなんかをちょっともう一度お聞かせくだ

さい。 

○分科会長（米田 達也） 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 内装部

分をメインとした改修メニューにはなっておるん

ですけれども、動線であるとか、それからあるいは

商品の展示であるとか、またライトアップであると

か、そういったものに非常に魅力を出すような形の

改修というのを考えておりまして、メニューとして

は上げておりまして、それを具体的にプロのアドバ

イス等々をいただきながら、今後、施工管理の中で

整備していきたいというふうには考えております。

以上です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 時間もちょっと過ぎて、第二

弾、第三弾もあり得るっていうふうに理解すればよ

ろしいですか。 

○分科会長（米田 達也） 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） すみま

せん、市の修繕というのは、取りあえずは具体的に

現時点で第二弾、第三弾というのを設定しているわ

けではありません。あくまでも、ただ、今後の改修、

例えばそれが日高振興公社において行われる改修

であっても構わないとは思っておるんですけれど

も、出発点、基礎として、今回の改修というのを考

えてはおります。あわせて、脱炭素室を通じていろ

んな形で、これは脱炭素という文脈ではありますけ

れども、補助金等々を頂く中で、可能な改修という

のは加えて、魅力アップにつなげていければという

ふうには考えております。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 最後にすみません、非常に結

構時間をかけられてお話をこの修繕については各

団体の方もかなり時間を割きながらやってきたん

だけども、結局、蓋開けてみたら、ほとんどあんま

りそういった意見が取り入れられてないようなこ

とも聞いておりますし、それで言われるのであれば、

スタートラインのとこにしっかりとそういったと

ころをやっていかないと、要は人っていうのは、せ

っかくモチベーション上がってたのに、全然違う方

向性の答えが出てしまいますと、一体何だったんだ、

ほんならもう協力はしないよっていうふうな結果、

なる可能性のほうが非常に高いのかなというふう

に思いますので、そういったところをしっかりと踏

まえていただきながら、やっぱり施設っていうのは

外見も非常に大事です。でないと人はなかなか今の

時代は入ってきません。そういったところをもう一

度踏まえていただきながら、第２、第３の手だてを

考えるという必要性があるのかなと思いますので、

よろしくお願いします。以上です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、出石振興局の説明をお願いします。 
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 出石振興局地域振興課、神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） それで

は、初め歳出のほうからご説明をさせていただきま

す。 

 １１５ページをご覧ください。真ん中辺りにござ

います出石振興局プロジェクト事業費です。事業費

といたしましては、１，４０９万５，０００円を計

上しております。今回このプロジェクト事業費の中

で、２つの既存事業と３つの新規事業を予算を計上

させていただいております。 

 まず、既存事業ですが、地域の要望に対する道路

水路等の区内環境整備事業として修繕料３３８万

３，０００円を計上しております。もう一つは一番

下から２行目の出石お城まつり事業です。２５０万

円、いずれも今年度同額でございます。 

 新規事業ですが、まず、出石城跡の石垣の除草事

業としまして手数料３０万２，０００円を計上して

おります。これは今議会の森垣議員の一般質問にも

ございましたが、出石城石垣に雑草が繁茂し、景観

上も好ましくないため、除去の必要性が高く、高所

で専門業者による作業が必要な部分の除草作業を

業者に依頼するものでございます。 

 次に、出石内町通りの高圧受電設備改修事業とし

まして実施設計委託料３３万円と受電設備工事費

６９３万円を計上させていただいております。これ

は出石町内町の出石観光センター前から美術館裏

を経由して八木通りに至る通称内町通りって呼ん

でるんですが、その地下に高圧電線が埋設されてお

ります。ここで漏電が発生し、それが原因で出石城

下町の広範囲、また長時間に及ぶ停電を引き起こし

たことが過去に２度ほどありまして、そこで仮に漏

電が発生しても影響が広範囲に及ぶことがないよ

う、一部の地下埋設部分を地上に出した上で、電気

の遮断装置を設置する等の改修工事を行おうとす

るものです。 

 それから、続いて、出石の歴史活用応援事業です。

これは出石地域の民間団体やグループが出石地域

にある歴史資源を活用したまちづくり、地域づくり

の取組をされる場合に、その経費を補助するもので

す。地域の団体から事業の提案をいただいて、高校

生を含む多様な属性の方々による審査を経て、採択

された事業に対して補助を行うこととしておりま

す。この事業に関する予算として、一番上にありま

す報償費５万２，０００円と審査員の報償費です。

補助金５０万円を計上しております。 

 出石振興局プロジェクト事業費は以上です。 

 続きまして、１３３ページをご覧ください。下か

ら８行目にあります地域おこし協力隊推進事業費

です。出石振興局分につきましては、１３５ページ

のほうをご覧ください。上から３行目にあります業

務委託料で、杞柳細工のミッションの継続の方２名

の活動費として８１９万８，０００円がこの中に含

まれております。なお、新規の方については、地域

づくり課のほうで予算をされておりますが、出石焼

をミッションとする方１名の方を予定をしており

ます。 

 続きまして、２４１ページをご覧ください。上か

ら７行目、出石観光施設管理費で１０２万１，００

０円を計上しております。このうち新規のものとし

ましては、手数料５５万７，０００円のうち、５３

万１，０００円を地域内にある老朽化した５か所の

案内看板を撤去する経費として計上しております。 

 続きまして、２６１ページをご覧ください。下か

ら３枠目の下の段、出石駐車場管理費です。４９３

万５，０００円を計上しております。出石地域の市

営駐車場の管理運営に係る委託料や繁忙期の交通

誘導警備等の業務に係る経費ですが、市営西の丸駐

車場と鉄砲町駐車場につきましては、この２月から

指定管理に移行しておりますので、同駐車場に係る

料金徴収等の委託料はなくなっております。その結

果、今年度予算からは１，１９４万２，０００円の

減額になっております。 

 続きまして、３０５ページをご覧ください。下か

ら２行目、永楽館管理費です。３，４４０万８，０

００円を計上しております。その下の運営委託料に

ついては、毎年の指定管理料ですが、新規のものに

つきましては、３０７ページのほうをご覧ください。

上から３行目、補修工事費としまして２，８３１万
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９，０００円を計上しております。これは出石永楽

館の舞台設備のうち、専門業者の保守点検により、

早期の交換を指摘されている設備、具体的にはバト

ンとかワイヤーといったつりものと、それの昇降を

制御する電装品ですが、施設の安全性に係る設備を

更新しようとするものです。 

 歳出につきましては以上です。 

 続きまして、歳入です。 

 ３１ページをご覧ください。上から２枠目の２行

目、駐車場使用料です。出石振興局分につきまして

は、出石庁舎南側駐車場６００万４，０００円を計

上しております。歳出で説明させていただきました

ように、出石西の丸駐車場と鉄砲町駐車場につきま

しては、指定管理者制度の利用料金制に移行してお

りますので、２０２５年度の使用料としての収入は

ございません。 

 続きまして、７３ページをご覧ください。ちょっ

とたくさん並んでて分かりにくいんですが、下から

１７行目、指定管理者納付金１９０万円というのが

あるかと存じます。その下、出石地域の市営駐車場

分が先ほど説明しました西の丸、鉄砲町駐車場の使

用料収入がなくなりましたが、その代わりに指定管

理者から納付金という形で１８０万円を納めてい

ただくということになっております。 

 続きまして、７９ページをご覧ください。２枠目

の社会教育施設整備事業債の永楽館分２，５４０万

円を計上しております。歳出で説明させていただき

ました出石永楽館の舞台設備改修工事費に対しま

して、その財源として公共施設等適正管理事業債を

活用する予定としております。同起債の充当率は適

債経費の９０％となっております。歳入は以上です。 

 続きまして、地方債です。 

 １２ページをご覧ください。下から６行目の社会

教育施設整備事業債の永楽館分２，５４０万円です。

先ほど説明させていただきました歳入で説明させ

ていただきました出石永楽館の舞台設備改修工事

に係る起債になります。 

 出石振興局からの説明は以上でございます。 

○分科会長（米田 達也） 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 続いて、但東振興局の説明をお願いします。 

 但東振興局地域振興課、大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） 主な歳

出についてご説明いたします。 

 １１７ページ、中ほどをご覧ください。但東振興

局プロジェクト事業費です。修繕費３４０万２，０

００円につきましては、例年の道路水路等区内環境

整備事業と移住促進住宅の軽微な修繕に係る費用

となっております。同じく同じ欄で業務委託料４９

９万円ですが、但東の人口減少対策、空き家対策、

移住定住対策など、但東地域の課題解決に向けたま

ちづくりを進めるため、集落支援員を設置し、委託

料として４８５万円を計上しております。財源は特

別交付税措置となっております。また、但東版若者

会議といたしまして、ＴＡＮＴＯミーティングのコ

ーディネート料として１０万円を併せて計上いた

しております。 

 次に、２３７ページ、下から６行目をお開きくだ

さい。但東シルク温泉やまびこ管理費です。地域振

興の拠点施設でありますシルク温泉やまびこの長

寿命化工事の実施設計額１，９２５万円を計上いた

しております。 

 続きまして、２３９ページ、１行目です。たんた

ん温泉福寿の湯管理費です。サウナ室の壁面が経年

劣化により隙間が空いている状態になっているた

め、修繕費として１５１万８，０００円を計上いた

しております。 

 続きまして、２４１ページ、中ほどです。たんと

うチューリップまつり開催事業費補助金としまし

て２００万円を計上いたしております。 

 続きまして、３１５ページをお開きください。中

段、日本・モンゴル民族博物館管理費です。博物館

の管理運営に係る予算で、主なものとしましては、

２０２４年度から始めております地域の在り方検

討業務として委託料１０５万６，０００円のうち、
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９０万円を計上いたしております。 

 続きまして、３１７ページ、中段より下です。日

本・モンゴル民族博物館事業費で２９３万１，００

０円です。博物館で実施予定の企画展に係る費用で

ございます。２０２５年度につきましては、７月１

２日から９月７日まで、現代美術家、大村雪乃さん

によるシールアート展、９月１３日からは満州国に

おける日本人移民と現地牧民展を予定いたしてお

ります。 

 歳出については以上です。 

 歳入についてご説明させていただきます。 

 ３１ページをお開きください。住宅使用料の中の

移住促進住宅使用料２６８万８，０００円です。市

営中山向町住宅と赤野住宅の８棟の住宅使用料で

す。 

 同じく３１ページ、下から２段目です。社会教育

使用料の欄で、日本・モンゴル民族博物館の入館料

１７７万３，０００円の歳入を見込んでおります。 

 続きまして、６９ページ、中ほどよりやや上です。

日本・モンゴル民族博物館の教室２０万円です。博

物館で多種多様に開催しております教室の参加料

を２０万円見込んでおります。 

 続きまして、７１ページ、下から７行目です。移

住促進住宅の共益費１９万１，０００円です。光回

線ですとか供用光熱水費などの共益費を見込んで

おります。 

 歳入につきましては以上です。 

 続きまして、地方債についてご説明させていただ

きます。 

 １０ページ、一番下です。但東シルク温泉やまび

こ１，９２０万円ですが、長寿命化の設計の策定に

係る経費となっております。歳入については７５ペ

ージの商工費に併せて記載いたしております。 

 次に、１２ページ、過疎対策事業債７，９７０万

円のうち、２００万円がたんとうチューリップまつ

り開催事業費の補助金へ充当されている分です。歳

入については７８ページの過疎対策事業債に記載

いたしております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちょっと教えてほしいんです

けども、先ほどの説明の中で、どこのページだか忘

れたんですけど、但東で集落支援員の方を招聘して

過疎地域のそういうのを支援してもらってるって

いうことがありましたけども、これはどういう、地

域おこし協力隊とも違って、ちいきのてとか、そう

いうのとも違って、どういう位置づけの方なんでし

ょうか。 

○分科会長（米田 達也） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） どちら

かというと但東の人口減少対策ですとか、空き家に

特化したものを中心に地域に入っていただいて、但

東、３コミュニティありますので、合橋、高橋、資

母のコミュニティを中心にして、そこをまとめてい

ただいて、人口減少対策に特化してかかっていただ

くというようなイメージでおります。地域おこし協

力隊でもございませんし、一応総務省のほうの事業

で集落支援員という事業がありますので、そういっ

たところを利用させていただいて設置していくと

いうように考えております。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちょっとよく分からないんで

すけど、総務省のほうの事業で、この集落支援員っ

ていう方が要請によっていろんなところに配置さ

れるということで、豊岡市としてそういう方を但東

のほうに配置してくださいっていうことで要請さ

れた中で来られたということですか。 

○分科会長（米田 達也） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） そのと

おりです。うちのほうから要請をさせていただいて、

集落支援員を配置したいのでという要請をさせて

いただいて設置させていただくというようなもの

なってます。財源だけをもらっているというふうに

考えていただいたら結構かと思います。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） じゃあ、この方は総務省のほ
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うが財源を充ててもらって、地元の方がされている

という理解でよろしいんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） そのと

おりです。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかに。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ２３７かな、シルクやまびこ

の関係です。何かいつもやまびこ、改修、言わば玄

関フロアとか宿泊棟とか、今回は何を狙っての、言

わばリニューアルの目的ですけど、もう少し詳しく

説明してほしい。 

○分科会長（米田 達也） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） 今回は

長寿命化になりますので、施設全体で古くなったと

ころというか、長寿命化ですので、当然この先１５

年、２０年先までのやまびこを見据えて改修を全体

的に行っていくというような形になろうと思いま

す。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 特に温泉施設ですね、やっぱ

り水、湿気で朽ちる、そういうことがありますから、

そういうとこも含めてというふうなことでよろし

いんですね。ということと、これをすれば長寿命化

ですから、さらにこれは計画に基づいて、さらに長

寿命化計画に基づいたリニューアル、それがまた計

画的に出てくるというふうなことで考えてよろし

いんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） おっし

ゃるとおりでございます。温泉施設も含めてリニュ

ーアルをかけます。リニューアルが長寿命化ですの

で、基本的には機能強化ではございませんので、ど

こかが新しく見えて変わるところが見えるという

わけではないですが、長寿命化ですので、施設とし

て施設を１５年、２０年もたすための計画というふ

うに考えていただいたらと思います。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 理解しました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、観光政策課、各振興局の職員の方は退

席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩します。再開

は１１時１５分。 

午前１１時０７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時１７分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開します。 

 それでは、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 次は、コウノトリ共生部に関する審査です。 

 コウノトリ共生課の説明をお願いします。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 第２８号議案

の令和７年度豊岡市一般会計予算について説明を

させていただきます。 

 まず、歳出です。 

 １０３ページをご覧ください。上のほうになりま

すが、１３行目をご覧ください。環境政策推進事業

費です。先日、豊岡市の地球温暖化対策実行計画の

目標達成に向けまして、環境省の脱炭素先行地域に

応募しました。採択の結果が出るまではまだしばら

くはかかるんですが、その選定いかんにかかわらず、

来年度はさらに脱炭素に取り組んでいこうと考え

ております。その一つとしまして、市民や事業者を

対象として、脱炭素行動を牽引できる人材を育成す

る事業を行います。その費用としまして、専門家な

どの招聘のための報償金や旅費等を計上しており

ます。 

 ちょっと下に行っていただいて、事業委託料の部

分になります。８０万１，０００円は、公共施設の

太陽光発電システムの点検業務のもので、公共施設

の屋根に設置してあります太陽光発電システムが

設置後１０年以上経過しているものもありますの
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で、点検をするものです。これは２０１７年から太

陽光発電の保守点検の義務化に伴いまして、２０２

３年度から順次点検を行っております。これまでに

４０施設の点検を終えておりまして、２０２５年は

残りの１４施設について実施を予定しております。 

 最後の行になりますが、太陽光発電事業特別会計

繰出金です。２０２３年度に山宮地場ソーラーのの

り面復旧の際に、災害復旧事業債から借り受けた費

用の元金と利子分を償還するものになります。 

 そしてその下のほう、太陽光発電システム導入補

助事業費です。脱炭素の取組を進めるために、個人

向けと事業者向けの太陽光パネル設置補助を来年

度についても引き続き行います。個人向けの補助を

蓄電池も含みまして１，１２０万円、それから事業

者向けを３００万円の合計１，４２０万円を計上し

ております。 

 その下、木質バイオマス導入補助事業につきまし

ては、ストーブやボイラーの購入費の補助として１

５件を見込みまして３００万円を計上しています。 

 次に、１０５ページをご覧ください。枠の中段辺

りになりますが、コウノトリ野生復帰推進事業費で

す。２０２５年は２００５年の初のコウノトリの放

鳥から２０年となります。その記念事業としまして、

６月と１０月に開催を予定するイベントなどの費

用を計上しています。６月には、本市にゆかりのあ

る木彫刻作家のはしもとみおさんの生き物の木彫

刻展を開催します。オープニングでは、講演会や市

内の小学生から大学生を対象としたスケッチのワ

ークショップを開催する予定です。１０月には、韓

国でコウノトリ野生復帰に取り組みます禮山郡の

方々を招いて交流シンポジウムを予定しておりま

す。禮山郡のほうでも、２０１５年から韓国内での

初の放鳥をしておりまして、来年、２０２５年は１

０年を迎えますので、お互いの知見や経験を持ち寄

って今後の野生復帰の方向性について意見を交わ

すような内容を考えております。あわせまして、そ

の当日には２００５年の放鳥に尽力していただい

た方にも集まっていただき、その功績をねぎらうよ

うなことも考えたいというふうに思っております。

また、コウノトリ本舗などを道の駅へ登録するため

の準備も進めようとしております。 

 それから、下のほうで負担金の部分ですが、共同

で県立コウノトリの郷公園の西公開ケージの改修

を行いまして、飼育コウノトリをさらに近くでじっ

くりと見ることができるようにしまして、多くの来

園者を迎え、満足してもらえるようにしたいという

ふうに考えております。また、兵庫県とは新潟・兵

庫連携事業において連携しまして、大阪・関西万博

でコウノトリ野生復帰の展示を行うこととしてお

ります。その経費として旅費などの２４万１，００

０円を計上しています。 

 続きまして、１０７ページをお願いします。上か

ら２つ目の事業、生物多様性推進事業費です。今年

度、外来種対策行動計画を策定しました。来年度は、

この行動計画に基づいた外来種対策を進めるため

に、外来種の影響に対する理解を促すための講演会

やワークショップの開催などの普及啓発、それから

オオキンケイギクなどを外来種の駆除活動を行っ

ていくことを考えており、そのために必要な経費な

どを計上しております。 

 続いて、１３３ページのほうは、下のほうですが、

地域おこし協力隊推進事業費です。このうち１名分

５１８万３，０００円がコウノトリ共生課分となり

ます。 

 次に、歳入のほうをご説明させていただきます。 

 ６１ページをご覧ください。２つ目の太枠の中で、

太陽光発電事業特別会計繰入金でございます。３，

６４９万７，０００円を計上しています。内訳とし

ましては、竹貫地場ソーラーの用地買戻し費用に１，

５００万円、それから防犯対策事業費、参照は１１

９ページにありますが、防犯対策事業費に１４４万

円、人材育成等の環境政策推進事業費に２８５万６，

０００円、それから太陽光発電システムの設置補助

金に１，４２０万円、木質バイオマス機器導入補助

に３００万円を充当しております。 

 同じく６１ページですが、３つ目の太枠、上から

４つ目になります。コウノトリ基金繰入金です。２，

１９９万４，０００円を計上しております。コウノ
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トリ共生課所管の野生復帰事業や生物多様性推進

事業費などへの充当と、それから学校給食で提供し

ておりますコウノトリ育むお米の差額補填分など

を合計したものとなります。 

 それから、飛びまして、７３ページをご覧くださ

い。上から４行目に補助金・交付金というものがあ

りますが、その中、そこから上から５行目になりま

す。環境保全促進助成事業助成金です。この２００

万円は、放鳥２０周年記念事業に関わりまして、自

治総合センターからの補助金を受けます。 

 その他の事業項目につきましては、金額に多少の

増減ありますが、前年度と同様ですので、説明は省

略させていただきます。 

 なお、債務負担行為及び地方債はございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） まず、１つは非常に力を入れ

て取り組むのはバイオマスについて、また、この予

算的に１５件っていうんか、１５基を見込んでると

いうふうなことになるんだけど、今どうだろう、去

年、もう今年っちゅうんかどのぐらい要望ちゅうん

か、どのぐらい活用してバイオマスの設置をしたい

と、木質バイオマス、これと比較して１５基を見込

んだと思ったんだけど、実績も含めて考え方ね、ち

ょっと教えてください。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 最近のバイオ

マスの特にストーブの導入につきましては、ちょっ

と鈍化しております。特にはペレットストーブのほ

うがもうほとんどなく、まきストーブのほうとしま

しては導入のほうの申請はあるんですが、ペレット

ストーブのほうが少しゼロ件に近いというような

状況になっております。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ペレットが鳴り物入りで各公

共施設、小学校、こういうものに設置してる活用を

踏まえて、この辺り終止符じゃないけども、どうい

うふうにもう自然的にまあまあやめていくのか、そ

の辺の考え方だけちょっと教えてください。 

○分科会長（米田 達也） どちらが。 

 坂本部長。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） 農林部局にも

関わってくるんで、私のほうからお答えをさせてい

ただきますけど、議会での一般質問でもお答えした

とおりでして、各公共施設や小学校、中学校に導入

をしてきたペレットストーブですけど、実際、市内

でペレットを生産することがなくなっているとい

うこと、実態もありますし、それから耐用年数１５

年なんですけど、これをもう迎えつつあるもの、そ

れから迎えたもの、こういうものが混在してきてま

すので、そういう状況も見て、故障したやつはもう

既に撤去したのもあるんです。ということも出てき

てるので、もうこっから先は計画的に撤去、終息に

向かっていこうというふうに思っています。こっか

ら五、六年をかけて年に何十台かずつ撤去していっ

て、もう一つ木質バイオマスの活用という意味では、

さっきまきストーブっていう声もありましたけど、

そういう象徴的な施設については、まきストーブへ

の転換というものを促していくというふうなこと

も含めて、ちょっと計画的に進めていこうかなとい

うふうに今考えているところです。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） その辺がなかなか難しいです

けども、じわりというふうなこと、十分見極めてっ

ていうことをお願いしときます。 

 あと２点です。万博です。非常に言わば鳴り物入

りというふうなことで、フィールドパビリオンのプ

レミアムということで郷公園が指定されてる。この

辺がやはり期間中の本舗の動きとか、それに合わせ

て２０周年っていうことの中での関連ですね、その

辺を客観的にＰＲしながら、ここだけはこう力を入

れて放鳥２０周年と万博と、ここだけは力点を置い

てやりたいと。その辺をお考えがあれば教えてくだ

さい。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 県のほうの郷
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公園の事業のほうにも既に発表がありましたと思

いますが、その中でもやはり委員言われるように、

ひょうごフィールドパビリオンということと、それ

から放鳥２０周年、大阪・関西万博合わせた、２つ

を合わせたことで力を入れてくということで、コウ

ノトリ郷公園のほうでも普及啓発事業ということ

で予算化されております。 

 今回、それに豊岡市のほうでも合わせて共同して

負担をしまして、この機会にさらなる来インバウン

ドを含めたさらなる新たな観光客、来園客を獲得す

るようなことを図っていこうというふうに考えて

おります。その中で一番大きいのは、やっぱりコウ

ノトリを見る、間近で見れるということになろうか

と思いますので、そういったところで合わせて意識

を一つにしまして、そういった普及啓発を図ってい

こうというふうに考えております。 

 実施内容としましては、コウノトリ、近くから観

察できるっていうことなんですが、今現在あります

西公開のほうの観察広場というコウノトリの飼育

してるコウノトリを見れると思いますが、そこから

中を少し入れるようにしたりとか、それから間近で

も少し見れるような形でのケージを置いたりとか

っていうことを考えられてきますので、その辺はき

っちりとこちらのほうもこちらのアイデアなどだ

とか意思を伝えながら整備に着手していきたいと

いうふうに考えております。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 関連で、特に県のほうは学術

的といいますか、研究的なというふうなことで、あ

と観光とか物販とか、そういう方はやっぱり市が力

を入れてほしいなという声を聞いてます。その中で、

例えば今いうコウノトリ放鳥２０周年記念、それと

特にユネスコも、この世界に誇れるコウノトリ、さ

らに野生復帰、お米いうふうなことをテーマに、あ

る程度月間でも週間でもいいけども、ＪＲからシャ

トルバスとかね、そこに視点があるような、この辺

のプロデュースっていうのは、やっぱり豊岡市がや

っていただかないとなかなか県ではやりにくいと。

それと観光、温泉、城崎、出石もタイアップしなが

らね。そういうことまだね、どうなんだ、一切何か

その辺が出てこないんでね、ちょっと残念だなと思

ってるんだけども、インバウンドを含めてね、やっ

ぱり農産品、これから世界に売っていくということ

も含めて、チャンスに結びつけるというものすごい

そういう思いが強いんだけども、その辺はどうでし

ょうかね。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 現在、２０２

２年度に高付加価値化プログラムとして、観光サイ

ド、特にＴＴＩと観光政策課が中心となって、コウ

ノトリを巡る「ＥＮ」という高付加価値商品も販売

しております。それに付随して昨年の春から、２０

２４年度からコウノトリのガイドつきのツアーな

んかもインバウンド向けで造成販売しております

ので、そういったもので現在聞いておりますもので

７件の予約実施があったということを聞いており

ます。１人４万円近くの高付加価値のガイドツアー

ということで、コウノトリを題材とした、コウノト

リはコウノトリ野生復帰を題材とした商品になっ

ております。それからまた、３月にと聞いておった

んですが、３月には大阪のある旅行会社のほうがイ

ンバウンド向けの商品として、城崎とコウノトリ郷

公園つなぐサイクルツアー、自転車でのツアーです

ね、そういったものも商品を販売するということも

聞いておりますので、少しずつですが、そういった

受け入れるための商品造成や体験メニューという

ものができているような段階にあると思います。こ

れをうまく活用しまして、今後、さらに誘客が進め

ばなというふうに考えております。 

○委員（浅田  徹） 非常に残念に思います……。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） すみません、時間を考えなが

ら。 

 残念なのはね、僕は副市長をトップにプロデュー

スしながら、やっぱりそういう推進的な組織をつく

って一本化でやってほしいなとずっと言ってきた

んですけども、ただ、予算のつけ方も市長公室だの

みんな分散型になっとって、その辺が非常にばらば
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らっていうんか、足並みがそろってない。その辺も、

じゃあ、窓口云々言ったら県も困ってるのがあるん

でね、もうそれは今回の予算、それぞれ分散型にな

っちゃっとって、まあまあこれはでも、それぞれが

頑張ってもらうしかないと思う。やっぱりこれチャ

ンスだから、しっかりと生かしてもらって、ひとつ

よろしくお願いしたい。要望です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） いいですか。いいですか、す

みません。 

 関連で、万博の件ですけど、フィールドパビリオ

ンで豊岡でやるのは分かったんですけど、会場で向

こうでも何か展示かされるんですか。市民の方の何

かどんなもんかって聞かれたときに、何かどういう

ふうに説明をしてあげたらいいのか、どうアピール

したらいいとか、その辺を教えてもらったら、お願

いします。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ちょっと僕の

ほうで全てをそこが分かるわけではないんですが、

たしか５月にひょうごフィールドパビリオンウイ

ークというのがあって、その中で各県内のフィール

ドパビリオンに登録された方々の出展機会がある

というふうに聞いております。私どものほうは、ひ

ょうごフレンドシップウイークといいまして、９月

の終わり、正確には２４から２６にジオパークとコ

ウノトリ、トキとか新潟連携してる分だとかジオパ

ークの部分を一緒になってブース出展をするとい

うことで事業を進めようとしています。 

○分科会長（米田 達也） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） もう一回、９月にブース出展

をするっていうことですか、豊岡と新潟と一緒に。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） そうですね、

９月の２４から２６にひょうごフレンドシップウ

イークとしまして、ジオパーク連携で鳥取砂丘なん

かも含む部分のブースと、それから新潟・兵庫連携

の中でコウノトリとトキの野生復帰、それから環境

創造型農業なんかのブースを併せて出展するとい

うことになっております。 

○委員（竹中  理） 了解です。 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） いいです。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） コウノトリ関係で、コウノト

リのいろいろと万博もやられてっていうことは、先

ほど浅田委員も言われてましたけれども、チャンス

であるというふうな中で、コウノトリ本舗さんとか

そういったところにちょっと手厚いっていうか、い

うようなことをしつつ、あとコウノトリの郷自体の

入りっていうのは把握されてはるんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 昨年度が６万

５，０００ぐらいだったと思いますので、今年度は

今６万７，０００から８，０００ぐらいで推移して

いるかと思います。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） はい、すみません。そういっ

たコウノトリの郷自体に万博でこういった企画展

があるんだとか、要は豊岡から、豊岡や出石や城崎

からそういう発信が来たお客さんに、あっ、そんな

やったら万博にちょっと見に行こうかなとかいう

ふうな啓発的なやつは考えられているのかいない

のかはどうでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） その辺りは県

と連携してやはりやっていくっていうことが必要

で、兵庫県ブースのほうでは、昨年度からずっとコ

ウノトリの折り紙みたいなんを展示することにな

ってましたりしますので、当然、郷公園とも連携し

て、兵庫県と連携してそういったＰＲは進めていき

たいというふうに考えております。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） なら、兵庫県と併せて豊岡の

地元にもＰＲを、今後になるんかちょっと分かんな

いですけども、進めていきたいなというふうに理解
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しとればよろしいですか。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） そのとおりで

ございます。 

○委員（田中藤一郎） ついでに……。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すんません、コウノトリ本舗

さんのほうは順調よくいってはるんですかね、ちな

みに。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ４月にオープ

ンするべく今内装等の改修であるとか、そういった

ものを進めておられる段階です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） まさしくコウノトリは豊岡の

シンボルでもありますし、いい機会。逆に言えば万

博に観光客取られちゃって、蓋開けてみたら豊岡来

てないいうような、ちょっと逆説的なところもある

かと思うんですけど、逆に行ってもらった人が豊岡

に来てもらえるっていうような形づくりもしっか

りとやっていただければ、ウィン・ウィンといいま

しょうか、それこそ一番価値が出てくると思います

ので、その辺りの連携も県も含めてやっていただけ

ればなと、意見として。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 先ほどの浅田委員のほうの中

で、ストーブのことですけども、ペレットストーブ、

本当にあちこちにあって、何かお飾りものみたいに

してまだ残ってるところがあるんですけども、それ

は順次撤去していかれるということで、あれなんで

すけども、今度まきストーブのほうの展開をされる

ということで、まきについてはどのような供給をさ

れるんですか。農林課になるんか。ごめんなさい、

ちょっと課が違ったか。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） 供給体制がま

さに問題になってくると思います。ただ、森林・林

業ビジョンっていうのをつくって、使っていくこと

と、それから市民が参画することっていうふうな柱

を置いてやってますので、導入に当たっては、供給

体制も含めて整備していきたいっていう思いでお

ります。そのために人材も要るだろうっていうこと

で、今、自伐型の林業に取りかかるような人材の育

成も図っていったりっていうことで、総合的に進め

ていきたいなというふうに思ってるところです。な

ので、ちょっと複数年をかけたプロジェクトになっ

ていくと思っています。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

○委員（浅田  徹） ちょっと質問漏れ、浅田です。 

○分科会長（米田 達也） はい、どうぞ。 

○委員（浅田  徹） 質問漏れ。 

 コウノトリの、万博も含めば、２０周年も含めね、

ラムサールの関係の会議ということで、これは豊岡

じゃなくて、そこに負担金だけで、豊岡では開催し

ない、万博期間中に合わせて非常に円山川から当然

コウノトリの生息湿地ということで、非常に六方田

んぼ、伊豆田んぼも含めてね、これでこういう広大

なコウノトリ関連のラムサール持ってるの豊岡だ

けと。これをアピールしたり、禮山郡も来られると。

この辺のタイミングとの考え方とかね、これをうま

く生かすようなことも含めてお考え方はどうかな

と。 

○分科会長（米田 達也） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） まず、ラムサ

ールについては、コウノトリ野生復帰の新潟・兵庫

連携の中で、普及啓発、ＰＲを万博でしていく中で

は、もちろん入ってくる素材になると思いますので、

そういったところではしっかりとＰＲしていきた

いというふうに考えております。 

 それから、禮山郡のほうなんですが、ちょっと現

在今考えていますのは、万博期間中ではなくって、

少し終わった後を想定しております。といいますの

も９月のまだ日は決まってませんが、９月には禮山

郡のほうが１０周年の放鳥を記念した行事をする

とかっていうこともありますので、そういったもの、

それから郷公園との連携する中で、今の内容的に万

博が終わった後にこちらのほうの２０周年の記念
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の事業をイベントを開催する感じになりますので、

ちょっとそこの部分としては、禮山郡と合わせた部

分ではなかなか難しいのかなというふうに感じて

おります。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 国際交流、結構ですけども、

向こうも放鳥から次は食ですね、環境と農業、力入

れて同じお米、野菜、先を越されないように、やっ

ぱりトップを走り続けるように、よろしくお願いし

て要望です。お願いします。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 それでは、暫時休憩します。 

午前１１時４４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４４分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 それでは、第３５号議案、令和７年度豊岡市太陽

光発電事業特別会計予算を議題といたします。 

 コウノトリ共生課の説明をお願いします。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） では、第３５

号議案、令和７年度豊岡市太陽光発電事業特別会計

予算について説明させていただきます。 

 別冊の令和７年度豊岡市特別会計予算並びに予

算説明書の２０７ページをご覧ください。特別会計

予算について説明させていただきます。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ１億７７１万３，０００円と定めております。 

 また、第２条では、債務を負担する行為をするこ

とができる事項、期間及び限度額を定めております。 

 第３条では、一時借入金の借入れの最高額を１，

０００万円と定めております。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバーワンの２

０２５年度豊岡市予算についてで説明させていた

だきます。資料の６３ページをご覧ください。 

 初めに、本特別会計は、山宮、但馬空港、竹貫の

３か所の地場ソーラーの管理運営に係る予算を定

めるものです。 

 歳出予算総括表のほうから主なものを説明させ

ていただきます。 

 ６４ページ、６５ページをご覧ください。まず、

下段歳出予算総括表をご覧ください。総務費の２，

４１０万３，０００円は、事業執行に伴う事務費と

基金積立金を計上しております。昨年度に比べ１０

６万２，０００円減額しております。減額の要因は、

但馬空港地場ソーラーの監視カメラの修繕と、それ

からパワコンに出力制御機能を付加するために歳

出が増えることによりまして、積立金が減額になる

ものです。 

 施設費のほうです。昨年に比べ３３８万１，００

０円増額となっておりますが、これは先ほど説明い

たしました但馬空港地場ソーラーの監視カメラの

修繕とパワコンへの機能付加に関して修繕料など

が増額になる分になります。 

 公債費につきましては、昨年度より１４０万６，

０００円増額となっておりますが、これは２０２３

年８月の豪雨によりまして、山宮地場ソーラーのの

り面が崩壊した際の復旧工事の財源として起債を

起こしたことにより、元金の返済が始まることによ

るものです。 

 諸支出金では、一般会計への繰出金を３，６４９

万６，０００円を計上しております。昨年度に比べ

１５４万３，０００円増額しておりますが、これは

脱炭素に関する人材育成事業などの取組を展開す

るためのものです。 

 続きまして、上段の歳入予算総括表のほうですが、

財産収入のほうで、生産物売払い収入、いわゆる売

電収入が１億１８９万３，０００円を含め計上して

おります。 

 繰入金のほうですが、繰り返しになりますが、先

ほども説明しましたとおり、監視カメラの修繕とパ

ワコンへの機能付加のため、基金を４０７万２，０

００円取り崩し、繰り入れているのと、災害復旧債

の元金と利子の償還金について、一般会計から繰り

入れております。 
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 また、その他必要な歳入を計上しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） それでは、お諮りいたしま

す。本案は、原案のとおり可決すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第３５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 それでは、コウノトリ共生課の皆様は退席いただ

いても結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

 それでは、再開は午後１時。 

午前１１時５０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５６分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） それでは、皆さんおそろ

いですので、少し早いですけど、ただいまから建設

経済分科会を再開します。 

 それでは、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般

会計予算を議題とします。 

 引き続きコウノトリ共生部に関する審査です。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔に説明願い

ます。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に課ごとに行います。 

 それでは、まず農林水産課から説明願います。 

 農林水産課、浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） それでは、農林水産

課の当初予算について説明をさせていただきます。 

 農林水産課は多くの事務事業を所管しておりま

すので、先ほど委員長からもありましたように、新

規事業や大きな変更にあったものなど、主要な事業

を中心に説明をさせていただき、そのほかのものは

割愛させていただきますので、ご了承ください。 

 まず、歳出予算になります。９３ページをお願い

します。よろしいでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） はい、どうぞ。 

○農林水産課長（浪華  誠） すみません。説明欄

の下から１０行目になりますが、基金管理費のうち、

森林環境基金積立金です。森林環境譲与税を活用し

まして、但東町坂津の森林整備ですとか、雪害倒木

緊急対策事業補助金などの事業の財源として充当

するほか、残る７５５万８，０００円を森林環境基

金に積み立てるものです。 

 続いて、２１１ページをお願いします。農林水産

業費になります。ページの真ん中辺りになりますが、

有害鳥獣駆除対策事業費１億１，００９万円と、そ

の下の鳥獣被害防止緊急対策事業費３，３２０万３，

０００円、この２つの事業によりまして、引き続き

有害鳥獣対策を推進します。駆除対策では、引き続

き年間６，５００頭を目標に、鹿の捕獲を推進する

とともに、近年被害が深刻化しております猿につい

ても日々の監視ですとか、有害個体の捕獲に取り組

みます。また、防除対策では、豊岡市野生動物被害

対策推進協議会を通じて、防護柵の設置を支援しま

す。新たに設置するのが、金網柵が３集落で、延長

が約３．６キロメートル、電気柵が２集落で、延長

が約３キロメートル、ワイヤーメッシュ柵が３集落

で、延長が約２．８キロメートルを予定をしていま

す。 

 次は、その下、中山間地域等直接支払事業費です。

急傾斜地等の条件不利地の生産活動を支援するも

ので、４０集落で約２６４ヘクタールの農地を対象

に支援をします。 

 次のページ、２１３ページをお願いします。一番

上の多面的機能支払事業費は、水路の泥上げや農道
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の補修など、農地の維持、共同活動を促進するもの

で、来年度は共同活動で１３２組織、施設の長寿命

化で９２組織に対して支援をします。 

 その下、環境保全型農業直接支払事業費は、有機

農業や堆肥の施用など、環境保全効果の高い取組を

支援するもので、来年度は約５５０ヘクタールの取

組を支援することとしています。 

 その下です。コウノトリ育む農法推進事業費です。

大阪・関西万博が４月１３日から開催されますが、

９月に予定されているひょうごフレンドシップウ

イークの期間中、９月２４日から２６日までの３日

間、関西パビリオン多目的エリアにおいて、コウノ

トリ育む農法を中心に、本市の環境創造型農業の取

組を広く国内外に向けて発信したいと考えており

まして、展示するポスターの製作などに必要になる

経費を計上しています。また、来年度はコウノトリ

育むお米が誕生して２０年目の節目を迎えます。こ

れを記念しまして、生産者をはじめ、消費者の方々

を多数お招きして、ＪＡたじまとの共催で、コウノ

トリ育む農法をテーマとしたフォーラムを開催し、

コウノトリ育むお米のさらなるブランド化につな

げていきたいと考えておりまして、フォーラム開催

に必要となる事務的な経費等を計上しています。 

 次は、３つ下の項目になります。新規就農総合支

援事業費です。この中の補助金のうち、新規就農者

確保事業費補助金３，６７５万６，０００円は、こ

ちら国の制度によるもので、その下の若手農家支援

事業費補助金６３６万円は、市の単独事業によるも

のです。補助の内容につきましては、国のほうが新

規就農者の経営開始時の資金を交付するものや、市

のほうは農業用機械の導入などを支援するものに

なります。 

 その下、豊岡農業スクール開校事業費です。農業

スクールは来年で１３年目を迎えます。市内での就

農を希望される方に対して、農業に必要な生産技術

等の研修を委託により行うものです。新規の入校生

５人分と継続するスクール生２名を合わせて、合計

７人分の経費を計上しています。 

 次は、２１５ページをお願いします。上から３つ

目の項目、有機農業産地づくり推進事業費です。学

校給食用米の無農薬米への全量転換や給食での無

農薬野菜の利用を増やすなど、オーガニックビレッ

ジ宣言の実現に向けた取組を推進しています。来年

度の内容としましては、賄い材料費として無農薬米

と一般米との差額を補填する費用を計上している

ほか、学校給食用無農薬米拡大支援事業費補助金と

して３４０万円を計上していますが、これはコウノ

トリ育む農法で無農薬米つきあかりを生産する農

家に対して、１０アール当たり２万円を支援するも

ので、生産意欲の向上と経営の安定化を図り、生産

者及び作付面積の増加につなげることで、目標であ

る２０２７年度の全量転換を実現したいと考えて

います。 

 次は、このページの一番下の項目になります。農

業用施設管理費です。次のページ、すみません、２

１７ページをお願いします。上から３行目の整備工

事費の１，０００万円は、防災・減災事業として進

めています、ため池の廃止工事に係るもので、来年

度は日高町の梅ヶ坪池を予定しています。その下の

補修工事費の３，１２３万２，０００円については、

ふるさと農道と清滝農免農道の舗装修繕が２，００

０万円、広域農道１号線の舗装修繕が１，０００万

円、老朽化した農村公園の施設の修繕や撤去に１２

３万２，０００円を予定しています。 

 以上が主立ったものです。 

 次は、その下の基盤整備促進事業費です。事業の

内容につきましては、農道橋の耐震化と長寿命化の

事業、あと圃場整備等の農地整備事業となります。

特に圃場整備につきましては、来年度から新たに竹

野地区と出石町の小坂西部地区で事業に着手をし

ます。竹野地区につきましては、県営事業により約

２６ヘクタールの圃場整備を行う計画としていま

す。内容は、区画の大型化や水路の管路化、農道の

拡幅や井堰の改修などで、来年度は地形図作成のた

めの委託料で１，０００万円を計上しています。ま

た、小坂西部地区につきましては、こちらも県営事

業により、約１７３ヘクタールで基盤整備事業に取

り組むこととしています。内容は、幹線用水路の更
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新や支線用水路のパイプライン化などで、来年度は

調査設計に係る委託料４，０００万円を計上してい

ます。 

 次は、林業関係になります。２２３ページをお願

いします。上から３つ目の項目になりますが、治山

事業費は１億２，０５０万円を計上しています。県

の補助を受けて行う防災対策工事が２，４１０万円

で、日高町観音寺と出石町袴挟での実施を予定して

います。また、市の単独事業としまして、小島地区

と城崎町の湯島地区で合わせて９，６４０万円の防

災対策工事を予定しています。 

 続きまして、４つ下の項目になります。森林環境

整備事業費です。森林・林業ビジョンに掲げる森林

整備や人材育成、人と森林のつながりを推進するた

めの事業に取り組んでいます。４行目になりますが、

業務委託料として３，６８４万７，０００円を計上

しております。委託料の主な内容としましては、来

年度から新たにＪ－クレジット制度の登録に向け

た準備に着手したいと考えておりまして、Ｊ－クレ

ジット制度登録準備業務委託料として３００万９，

０００円を計上しています。今後、Ｊ－クレジット

の創出量ですとか販売価格、販売手法などの詳細を

検討していくことになりますが、早ければ２０２７

年度中の販売開始を目指しています。また、中筋エ

リアのモデル森林整備にも新たに着手することと

しておりまして、来年度は森林整備事前調査業務と

して森林調査や整備計画の策定などを行います。 

 もう一つ、自伐型林業推進業務委託料として、６

５０万円を計上しています。これは、国の地域力創

造アドバイザーという制度がありまして、その制度

を活用して、外部から専門家を招いて、自伐型林業

を推進するための経費となります。今後も森林環境

譲与税を活用した森林整備を着実に進めていくた

めには、既存の林業事業体だけでなく、多様な林業

従事者の参加が必要になってくると思います。この

ため、自伐型の林業家を育てるための実践的な研修

会を開催するなど、林業人材の確保に向けた事業に

取り組みます。 

 その下の事業委託料ですが、こちらも新規の事業

になります。人と森林のつながり推進事業委託料と

して５００万円を計上しています。市内で森林に関

わる活動をされている多様なステークホルダーと

連携をしまして、森林空間を活用した親子体験事業

を行うなど、市民が森林に触れる機会の創出に努め

てまいります。 

 次は、水産関係になります。 

 ２２５ページをお願いします。真ん中の囲みの下

段、漁港管理費です。下から３行目にしゅんせつ工

事費として５３１万１，０００円を計上しています。

毎年、田結漁港と竹野の切浜漁港でしゅんせつ工事

を行っておりますが、特に田結漁港においては、田

結川からの土砂の流入と冬期の風や波によって、漁

港内に大量の砂が堆積をしている状況で、漁業関係

者や地元の区長会からも要望が出されておりまし

て、今年度からしゅんせつ範囲を拡大して対応して

おりますが、来年度も引き続きしっかりと対応して

いきたいと考えています。 

 次は、歳入予算になります。 

 ２１ページをお願いします。歳出で説明しました

事業の中から、ポイントとなる歳入予算を説明しま

す。 

 一番下になります森林環境譲与税です。１億１，

０２０万８，０００円を予定しています。森林整備

等の事業の財源として活用していきます。 

 次は、５１ページをお願いします。下のほうの囲

みになります。県補助金の農業費補助金です。２番

目の基盤整備促進事業補助金は、竹野地区と小坂西

部地区の圃場整備に係る国からの補助金となりま

す。 

 次のページ、５３ページをお願いします。上から

２つ目の新規就農総合支援事業費補助金３，６７５

万６，０００円は、新規就農者の経営開始を支援す

る資金と、あと農業機械等の導入補助分となります。 

 ７つ下の項目になりますが、就農準備資金１，０

５０万円につきましては、農業スクール生７名に係

るものになります。 

 次に、下の囲みです。林業費補助金です。３つ目

の治山事業費補助金１，６０６万６，０００円は、
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こちらも日高町観音寺と出石町袴挟の山腹崩壊対

策工事に係るものになります。 

 次に、６１ページをお願いします。下の囲みにな

ります。上から４つ目のコウノトリ基金繰入金のう

ち、農林水産課分は２３８万２，０００円になりま

す。学校給食への無農薬米と無農薬野菜の提供に伴

います慣行米、慣行野菜との価格補填に充当するも

のになります。 

 ４つ下の地域振興基金繰入金ですが、農林水産課

分はこのうち９００万円で、新規就農総合支援事業

など、２つの事業に充当をしております。 

 次に、７５ページをお願いします。市債になりま

す。下から３枠目になりますが、農業債として６，

５００万円と、その下の林業債１億８００万円につ

きましては、それぞれ記載のとおり、事業の財源と

して地方債を発行する予定としております。 

 次は、債務負担行為になります。 

 ９ページをお願いします。上から３番目、農業経

営基盤強化資金利子補給事業とその下の美しい村

づくり資金利子補給事業、さらにその下の豊かな海

づくり資金利子補給事業について、令和７年度事業

分として、それぞれ記載のとおりの限度額を設定し

ております。 

 最後になります。地方債です。 

 次の１０ページをご覧ください。ページの真ん中

辺りになりますが、土地改良事業費として５，９８

０万円、その下のたん水防除施設整備事業費として

５２０万円、その下の林道整備事業費として１，４

００万円、その下の治山事業費として９，４００万

円をそれぞれ計上しております。 

 長くなりましたが、農林水産課からは以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません。鳥獣害対策でし

たっけ、９２団体といいましょうか、組織に整備さ

れる防護柵、これなんですけど、組織っていうのは

どういったところの組織になるんですかね。ちょっ

と言うてたらごめんなさい。 

○分科会長（米田 達也） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 防護柵につきまして

は、協議会を通じて支援することになるんですけど

も、実際の対象につきましては各集落が事業実施主

体になっていただきます。 

○委員（田中藤一郎） すみません。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 例えば集落以外で集落ででき

ない個人で結構大きな規模でやられてるような

方々もおられると思うんですけども、そういった

方々に対しては何かそういうやつはあるんでしょ

うか。 

○分科会長（米田 達也） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 個人の方を対象にし

たものとしましては、高齢者生きがい対策としまし

て、高齢者の方向けの補助金っていうのは、例えば

上限、金網柵でしたら７万５，０００円、２分の１

で７万５，０００円とかって補助金があるんですが、

大規模農家を対象としたっていうところの制度は

現状では設けておりません。ただ、集落の合意の中

で、大規模農家の方を含む周辺は、一緒に集落とし

て申請いただいた場合には当然そういったものも

対象になりますので、まず、集落の中で合意形成等

を図っていただいて申請いただきたいと思います。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） どうしてもちょっと規模感が

僕も分かんないんですけれども、できてないところ

とある意味できてるところがあって、ただ、できて

ないところっていったら被害が出てくる可能性が

あって、そういったところの、今こういった米不足

だったり、いろんな農業への関心といいましょうか、

どういうふうに寄与してもらったりだとかいうふ

うなところになってしまうと、そういった対策がで

きるだけある意味、規模感が少なくてもまずそうい

った企業だったり個人だったりっていうような形

が進んでやれば、そういった方々も増えてくるんじ

ゃないかなというふうに考えるんですけども、そう

いった考え方っていうのは市として今後考えてい

けれるのか、できるだけやっぱり農業を守っていく
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っていう観点に立ったときに、そういった支援策っ

ていうのは非常にある意味やる気になってやって

いただけるのかなと思うんです。その辺りはどうで

すか。 

○分科会長（米田 達也） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） そうですね、これま

では山裾でそもそも農地に鹿やイノシシが出てこ

ないように、山裾に集落ぐるみでずっと柵をつけて

いっていただきました。ほぼほぼそういったところ

の柵については設置は済んでるのかなというふう

に思ってます。ただ、委員おっしゃるように、今度

は農地に出てきたときに、農地を例えばピンポイン

トで囲うっていうようなことは、現状では先ほどの

高齢者以外は制度としては設けておりませんので、

ちょっと研究といいますか、国や県の補助制度なん

かもあるかも含めて研究はしていきたいなと思い

ます。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） １００％の支援もしもできな

かったら、やっぱり金額ベースで７万円そこそこだ

ったらほとんどあまり意味がないのかなという気

もしないでもないので、ちょっとその辺は研究の格

上げの検討ぐらいにしていただいて、よろしくお願

いします。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

○委員（浅田  徹） よろしいか。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ２点ほどです。１つは基盤整

備、一般質問でも言ったんですけども、やっぱり高

品目、つまり田んぼから畑にして収入をたくさん得

る、そうした基盤整備も畑地で改良、言い方悪いけ

ど、１０分の１０、全部国費でと。やっぱり農地っ

ていうのはためるというふうな、水をね、水源涵養

も非常に重要な要素を持ってます。それと開水路、

言わば小売するだけで、言ったらパイプラインで排

水路を埋めてしまったというふうなことも非常に

作業効率でやはり田んぼの持つそれも加味しなが

ら、場所場所によっては適宜な指導っていうのがご

っつい必要だなと思ってますけども、どうでしょう

か。 

○分科会長（米田 達也） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 光弘） 今までの基盤整備

は、なかなか草刈りができないという部分が多々あ

りまして、一番ネックになってるのが水路ののり面

という部分がありますので、先ほどの委員おっしゃ

られるように、必要なところと必要でないところと

いう部分は十分考えながらという部分はごもっと

もだと思いますので、その辺を気にしながらやって

いきたいと思ってます。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） また６月楽しみに。言い方悪

いですけど、米が給食、これも広げていきたい、３

４０万円、１反２万円だから１７ヘクターかな。と

ころが非常に今ね、米が７年産、ＪＡに集まらない。

みんな高く、今見たらとんでもない価格。農家から

は８万円、店頭に出たら２万４，０００円、３０キ

ロ袋がね。そのどこでこう３倍ぐらいになる、もう

ご存じだと思います。こういう仕組みはね、農政課

さんもコウノトリ関係でもいろいろ支援されたり、

そういう価格はどう農家に行きたりね、耕作者に行

ったらいいんだけど、市場に出回るのがそこまで膨

らんでいくということについては、行政としてもど

っかで監視、監督しないと、むちゃくちゃに今もう

既になっちゃってるんで、コウノトリの関係で取り

あえず２万円、１反について２万円出しますよとい

うふうなことも含めて、やっぱりむちゃくちゃに豊

岡の価値あるコウノトリのお米が変な意味でのバ

イヤーの投機的なことの本当に言わばターゲット

になりつつと思っておるんですわ。そういうことに

ついてのやっぱり行政としての考え方、異常な今米

価になってると思ってますし、これが耕作施策が年

寄り者に全く反映されてないところ確かなんで、力

の入れるとこがちょっと違うかな、もう少しそうい

う販売向けだということも必要かなと思ってるん

です。その考え方ね、今の、はい、よろしくお願い

しときます。 

○分科会長（米田 達也） それは質問で。 

○委員（浅田  徹） 質問です。 
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○分科会長（米田 達也） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） そうですね、コウノ

トリ育むお米につきましては、あれはもう農協の商

標を取っておられて、農協の商品なので、そこに集

まってくると思うんですけど、一般米のことだと思

います。私も今年のＪＡさんの買取り価格、概算金

になると思うんですけど、見ておりましても、やっ

ぱり低いなというのが思ってるとこでして、実際先

ほど委員おっしゃるように、ＪＡさんのほうになか

なか集荷されないというか、去年よりもその前の年

よりも減ってますよね。というところで、今農協の

ほうの組合長ともいろいろ話はさせてもらうんで

すけど、もっと農家の方に安心してお米を作ってい

ただくような金額設定といいますか、いうようなと

ころもＪＡさんも考えて、次の今年の秋の収穫のお

米に向けては考えておられると思いますので、その

辺につきましては、しっかりとＪＡさんともうちも

情報交換させていただく中で、何かできることがあ

ればいいんですけど、基本的には、そこは市場の原

理といいますか、ＪＡさんのほうに値決めとか含め

てお願いするとこもあるんですけども、情報収集に

努めたりですとかいったところはやらせていただ

きたいと思います。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） よろしくお願いします。もう

ここまで。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） じゃあ、質疑を打ち切り

ます。 

 次に、環境経済課の説明をお願いします。 

 環境経済課、瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 環境経済課、当課に

つきましても、主要な事業を中心にご説明させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 ９３ページをお開きください。説明欄中段辺り、

基金管理費です。コウノトリ基金積立金のうち、１，

３００万円を、また、その６行下、地域振興基金積

立金として７億３，７００万円をふるさと応援寄附

金でお預かりした分として積立てを予定しており

ます。 

 続きまして、９７ページをお開きください。説明

欄、下から４行目、ふるさと応援寄附金推進事業費

として９９ページにわたりまして要求させていた

だいております。令和７年度は寄附金の目標額を１

５億円と設定をし、ガバメントクラウドファンディ

ング５事業の寄附金受入れに伴います事業費と合

わせまして、総額７億５，５６０万円を要求してお

ります。 

 少し飛びまして、１２７ページをお開きください。

説明欄中段少し上、特産振興事業費です。かばん産

業における人材確保の強化と大阪・関西万博を契機

といたしましたインバウンド需要の取組への支援

といたしまして、兵庫県鞄工業組合が行われる事業

費の２分の１の補助とその他関連費用といたしま

して、合計５９０万円を要求いたしております。 

 次に、同じページ、８行下、企業誘致推進事業費

です。ＩＴ関連事業所の開設支援補助金として持っ

ております継続分の２件とコワーキングスペース

開設支援補助金として持っております継続分の２

件に対する補助金といたしまして１０５万９，００

０円を要求いたしております。 

 次に、同じページ、４行下、内発型産業育成事業

費です。市内の中小企業に対しまして、経営革新や

事業拡大への取組を支援させていただくため、新た

な設備導入ですとか事業所の改修工事、そういった

ものへの支援補助金といたしまして２，０４５万１，

０００円を要求いたしております。 

 少し飛びまして、１３５ページをお開きください。

説明欄、下から７行目、地域経済担い手育成事業費

です。多様な創業、事業承継への支援を強化し、あ

わせて、成長段階に応じました伴走支援を商工団体

様と連携して行い、地域に根づいた経済の担い手を

創出するということを目標に、ビジネス相談窓口Ｉ

ＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡプラスの運営、創業への支

援、事業承継への支援といたしまして、合わせて２，

０２７万３，０００円を要求いたしております。 
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 少し飛びまして、１４９ページをお開きください。

説明欄、上から２つ目の区分、経済センサス調査費

です。再来年、令和８年度が経済センサス活動調査

の年になっておりますので、その調査に向けた準備

業務といたしまして、２２万９，０００円を要求し

ております。 

 大分飛びます。２０７ページをお願いいたします。

説明欄、上から６行目、勤労者住宅金融対策事業費

です。勤労者の福利厚生事業といたしまして、住宅

の改築、新築に係る融資を行うもので、近畿労働金

庫に預託を行い、２倍の協調融資を行う費用として

４，３２４万円を要求いたしております。 

 少し飛びまして、２２９ページをお願いいたしま

す。説明欄の２項目め、上から３行目の商工振興事

業費です。商工会議所、商工会への運営補助と会員

事業者に向けた経営安定を支援する業務委託費、合

わせまして４，２５４万８，０００円を要求いたし

ております。 

 次に、同じページ、１２行下、中小企業金融対策

事業費です。取扱金融機関に預託を行い、４倍の協

調融資で市内の中小事業者の運転資金、設備投資に

必要な融資を行い、経営支援を行う事業費といたし

まして利子補給金と貸付金を合わせて５億３７万

６，０００円を要求いたしております。 

 次に、同じページ、１３行下、中心市街地活性化

事業費です。新年度は北但大震災発災から１００年

を迎えます。メモリアル事業の開催に係ります費用

と中心市街地にあります青空市場に関する管理費

といたしまして７３４万９，０００円を要求いたし

ております。 

 次に、１１行下、企業誘致推進事業費です。雇用

奨励金、工場等設置奨励金として、市の条例に基づ

きます補助金のほか、企業誘致活動に関連する費用

といたしまして１，０４９万４，０００円を要求い

たしております。 

 続きまして、２３１ページをお願いいたします。

上の区分、説明欄の下から３行目、産業用地整備事

業費です。戸牧に整備し、今年度販売を終えました

コウノトリ豊岡産業用地に必要となります水道施

設の減圧工事といたしまして７，５００万円を要求

いたしております。 

 続きまして、同じページ、説明欄の一番下の区分

から２３３ページにわたり記載しております特産

振興事業費です。地場産業の振興に伴う事業費とい

たしまして、かばん産業振興への支援や伝統産業へ

の支援、地場産業振興センターへの支援として、合

わせて１，５７１万７，０００円を要求いたしてお

ります。 

 続きまして、２３５ページをお開きください。説

明欄の真ん中辺りです。２区分目、工場公園等管理

費です。中核工業団地及び三方東部工業団地の環境

維持保全に係る費用としまして３，３３９万８，０

００円を要求いたしております。新年度は特に中核

工業団地内にあります汚水ポンプ場内の自家発電

装置の更新に係る費用として２，４６０万円を内数

としてお願いしているものです。 

 次に、１つ下の区分、豊岡商工施設管理費です。

まちなか交流館１９２５の外壁補修工事等に係る

費用として４，３６８万円をお願いしております。

今年度実施いたしました外壁の法定調査によりま

して、張り替えが必要となりました箇所の修繕と施

設内部の一部修繕を行うことで、施設の長寿命化を

図ることを目的とした改修工事となります。 

 次に、歳入をご説明いたします。 

 ４１ページをお願いいたします。説明欄、下から

２つ目の区分の上から４行目、第２世代交付金６，

６２４万７，０００円のうち、当課に関係しますも

のとして特産振興事業費分に２９５万円を、地域経

済担い手育成事業費に１，０１３万６，０００円を

充当すべく予算化しております。 

 少し飛びまして、６１ページをお願いいたします。

説明欄の上から２行目、ふるさと応援寄附金といた

しまして、ふるさと納税分の１５億円とガバメント

クラウドファンディングに係ります費用１，１２０

万円を合わせまして１５億１，１２０万円をお願い

しております。 

 次に、同じページ、上から３項目、説明欄の一番

上、財政調整基金繰入金のうち、７，５００万円を
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産業用地整備事業費分としてお願いをしておりま

す。 

 次に、７行下、地域振興基金繰入金のうち、８億

３１１万７，０００円をふるさと応援寄附金分とし

て予算化しております。 

 少し飛びまして、６５ページをお願いいたします。

説明欄の一番上、勤労者住宅融資資金貸付金元利収

入といたしまして４，３２４万円をお願いしており

ます。 

 次に、１区分下、中小企業普通融資貸付金元利収

入金といたしまして５億円を予算化しております。 

 次に、少し飛びまして、７７ページをお願いいた

します。一番上の区分、商工債の説明欄、上から３

行目、工場公園管理事業債として中核工業団地汚水

ポンプ場の自家発電装置の更新に必要となる経費

の起債分として２，３４０万円を予算化しておりま

す。 

 次に、その２行下、商工施設整備事業債です。ま

ちなか交流館１９２５の外壁補修工事等に係る費

用の起債分として３，９２０万円を予算化しており

ます。 

 次に、債務負担行為についてご説明をいたします。 

 ９ページをお願いいたします。上から６番目、中

小企業融資資金に係る損失補填（令和７年度事業

分）です。兵庫県信用保証協会に対する損失補填の

相当額として１，４００万円の限度額を設定してお

ります。 

 最後に、地方債についてご説明いたします。 

 １１ページをお願いいたします。上から３行目、

工場公園管理費の汚水ポンプ施設と５行目、商工施

設整備事業費のまちなか交流館の事業実施に関す

る起債分といたしまして、それぞれ記載の限度額を

設定しております。 

 長くなりました。環境経済課からの説明は以上で

す。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） １９２５のさっきちょっとあ

ったんですけれども、指定管理、出されている中で、

非常に私から見ると１９２５の在り方っていうの

は、数年来、疑問に思っているようなところもある

んですけれども、活用的にいいますと非常に薄くて、

また豊岡市内でいいますと非常に一等地の中で、あ

あいう状況下がいつまでやられるつもりでおるん

かっていうのは非常に思ってるんですけど、その辺

り何か考えられてるんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） １９２５の指定管理

につきましては、昨年度、プロポーザルによりまし

て公募をし、審査を経て今年度から３年間という形

で決定しております。今年度、来年度に向けてプロ

ポーザルの期間が終わって、新たに公募をするとい

う場合ですと、今委員ご説明されましたような在り

方ですとか、内容についての検討ということも重々

必要だと思います。当面、新年度につきましては、

昨年度、プロポーザルの方針が決まり、事業者から

出てきました事業承認の内容を審査のほうで決め

られてスタートしたところでございますので、当面

はしっかりと計画どおり事業が推進していただく

ように見守っていくというのがまず大前提だと思

ってます。 

 しかしながら、委員言われましたように、中心市

街地の活性化の核の施設として推進を市としても

図っておりますので、しっかりと、より市民の皆さ

んが有効に活用いただける施設として、要はもうけ

ていただける、そういった側面についても市のほう

からも意見を申し上げたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 当時、私も議員になってない

頃の話だったと思うんですけれども、１９２５とか

ばんのアルチザン等々で国のやつだとか市のお金、

ぼんとやって、かばんのほうは結構それなりの形に

なってもうけてるんですけれども、１９２５、昨年

そういうふうなことがあるのは分かってるんです

けれども、これだけ財政が厳しいっていうような中

で、たしかただで貸してるんだったかな、指定管理
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料は要らないけど、ある意味、民の結婚式場とかそ

ういうふうなんでなると非常に地元のそういった

やられてるところに関しても、要は豊岡にお金が落

ちてこないっていうような側面もありますので、昨

年はそうされてるんですけど、やっぱり、今後そう

いったところはしっかり考えとっていただきたい

というふうなところがありますので、よろしくお願

いします。 

 それともう１点、ふるさと納税は今でこの場でも

よろしかったですか。 

 ふるさと納税応援寄附の推進等々の中で、このど

ういうんでしょうか、名目、何々に使うとか、未来

へのとか安全・安心だとかいうふうな、これは変更

だとか今後変えていくっていうような形は考えら

れているのか、これはもう決まった以上、これ以上

変えられないとか、その辺りどうでしたっけ。 

○分科会長（米田 達也） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 今のふるさと応援寄

附金の使い道、用途につきましては、まず所管が財

政課のほうになります。我々の環境経済課のほうで

は仕組みを集めて市のほうの運営といいますか、ま

ちづくりの柱として考えていただく経営戦略の一

環のほうでまたご審議いただく内容になるかと思

っております。ただ、十分まちづくりに必要な内容

につきましては、時代のニーズに合わせて変更、修

正、検討されるものだというふうに理解はしており

ます。以上です。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） どうしても見てますと、ちょ

っと偏り方があるのかなというふうな感じもしま

すし、もうちょっと手当てをしていかなければなら

ないようなところもあるかと思いますので、うまく

流用されるっていうのはもしかしたら経済課のほ

うの形になるのかなというふうに思いますので、そ

の辺りもう一度しっかりと豊岡市内において何が

必要で何が欠けてるのか、そしてそういったところ

のふるさと納税をしっかり生かせるような形をつ

くっていただきたいと思うんですけども、その辺り

の研究等々はされておられるんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 坂本部長。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） 先ほど委員お

っしゃっていただいた項目については、市の基本構

想、経営方針、ここに上げてる柱がありますので、

その柱を純粋に上げて、それを応援いただくという

形を取ってますんで、今のところそれを大きく変え

るっていう発想は持っておりませんでして、それに

基づいて寄附をいただく。それをどこに充当するか

っていうのは、先ほど言いました財政部局で考えて

もらうという、こういう形してますので、ただ、市

が求めるところに投じていきたいっていうそうい

うところは当然そのように思いますので、これも今

後どういうやり方がいいかは随時検討していきた

いなとは思ってます。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 本当に時代とともに変わって

くるのかなという、王道は王道でしっかり置いてお

きながら、やっぱり支援だったりいうようなところ

においてはしっかりとした時代に合った形をつく

っていただきたいと思います。うまく寄附の応用も

しっかり、これまではこれでやってるから、もうそ

れはちょっと使われへんわではなくて、何となくじ

ゃないな、これも準ずるかなっていう幅広さの形づ

くりっていうのは非常に今後大事なとこやと思い

ますので、その点よろしくお願いします。意見で。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 私は１９２５の関係で、ちょ

っと意見、要望なんですけど、代表質問の中でも少

しさせていただいた地域活性化の意味で、駅周辺に

豊岡かばんのそういうもっとＰＲをするような場

所がっていう意見が代表質問で少しさせていただ

いたんですけど、県外から出張等で来られる方が、

大体宿泊は駅前でされて、食事はこの市役所周辺で

されるんですね。 

 豊岡かばんも見たいときに、カバンストリートは

大変立派なものなんですけど、宿泊と方向的に逆に

なるということで、この市役所の周辺にそういうか

ばんをＰＲ、販売できるような場所があればいいん
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じゃないかみたいな意見をちょっといただいたこ

とがあって、今回、代表質問ではそんなに詳しくは

できなかったんですけど、１９２５の活用方法も、

そういう意見も少し、この建物、何か暗いよなみた

いな意見をいただきながら、宿泊施設としてはいい

かも分かりませんけど、もう少し違った活用もでき

るんじゃないかなって思いながら、３年間の指定管

理はありますので、なかなか今の途中の段階で変え

ていくのは難しいかも分かりませんけど、やっぱり

その豊岡かばんを表に出すのであれば、駅だとか市

役所の周辺にその豊岡かばんのＰＲ、販売できるよ

うなとこがあれば、少しぐらい活性化になるんじゃ

ないかなっていう意見がありましたので、意見、要

望とさせていただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 以上でコウノトリ共生部の方は退席いただいて

結構です。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。ありが

とうございました。すみません、じゃあ、再開１３

時５０分で、５分ほど。 

午後１時４５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時５０分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開します。 

 それでは、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 次は、都市整備部に関する審査です。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔に説明願い

ます。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては資料のページ番号をお知

らせください。質疑は説明が終わった後に課ごとに

行います。 

 それでは、まず建設課から説明願います。 

 建設課、久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 建設課のほうから主なも

の、それから特徴的なもの、新たな事業を中心に説

明を行います。 

 まずは歳出からです。 

 予算書の１４９ページ、ご覧ください。下段の３

つ目の枠になります。基礎統計調査の港湾統計調査

費２万円は、港湾調査に係る消耗品、津居山港の入

港調査に係る消耗品となっております。 

 それから、少し飛びますが、２４３ページ、下か

ら２つ目の事業です。急傾斜地崩壊対策事業費６，

１６５万円のうち、負担金の急傾斜地崩壊対策事業

費６，０６５万円は、兵庫県に事業実施していただ

く急傾斜地崩壊対策工事に対する令和７年度分の

地元と、それから本市の負担金となります。次の還

付金１００万円は、急傾斜事業の完了に伴います受

益者分担金を精算し、地元へ還付をするものです。 

 それから、そこから５行目ぐらい下になります。

城崎温泉の交通環境改善事業費１，６７０万４，０

００円の主な支出は、業務委託料１，３５０万円で、

交通量等の調査、分析業務を行うものです。 

 加えて、次のページになります。２４５ページの

自動車の借り上げ料２２０万円につきましても、こ

の業務に関連したバス４台分の借り上げ料となっ

てございます。この事業につきましては、安全・安

心なそぞろ歩きができる城崎温泉を実現するため、

城崎温泉交通環境改善協議会を設立しまして、温泉

街での社会実験を実施するなど、桃島バイパスの完

成も見据え、将来の城崎温泉の在り方について検討

している事業となります。 

 それから、次の事業、用地対策事業費の３０８万

２，０００円の主な支出は、用地交渉に必要な普通

旅費の３５万円に加え、業務委託料２５０万円につ

きましては未登記箇所の測量業務に要する委託料

となっております。 

 それから、引き続き、次の事業です。但馬空港周

辺用地管理費２２０万１，０００円、主な支出は維

持管理委託料の１７８万円で、県の補助金で空港用

地の巡回等、業務管理を地元へお願いする委託金と
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なっております。 

 それから、次の事業、内水処理事業費の整備工事

費８，０００万円は、若松町に設置をしております

排水ポンプ施設の機能強化を図るべく道路冠水対

策工事を実施する工事請負費です。 

 次に、一番下の事業です。排水機樋門管理費３，

８１９万円のうち、建設課の主な支出は次のページ、

２４７ページになります。補修工事費２，１００万

円で、経年劣化による故障により運転不能となった

下鶴井の排水ポンプの補修工事を行うものです。 

 それから、次の事業です。緊急処理事業費の２０

４万円は、道路や河川の緊急修繕費や倒木処理、排

水ポンプの借り上げ料などに要する費用となって

ございます。 

 それから、下の枠の次の事業になります。道路橋

梁総務費２，０５７万１，０００円のうち、建設課

分は２，０５２万４，０００円となります。 

 次の２４９ページの業務委託料１，５６１万３，

０００円は、道路台帳及び道路台帳の管理システム

の更新業務を行うものです。また、負担金１５１万

６，０００円につきましては、兵庫県道路協会はじ

め各同盟会や協議会への負担金となっており、道路

の４団体へも計３０万円を補助金として交付する

ものです。 

 それから、次の事業、道路橋梁管理費４６４万７，

０００円のうち、建設課分は３９４万６，０００円

で、公用車の燃料費であるとか、点検、修繕費、保

険料などに要する費用となってございます。 

 それから、次の事業、道路維持事業費２億１，８

２５万６，０００円の主な支出は修繕料の１，４６

７万円で、道路施設の修繕料となっています。また、

保険料１７１万円につきましては、市道に掛けてい

ます道路損害賠償保険となってございます。 

 それから、その２行あたり下にあります維持管理

委託料３，３８９万２，０００円は、市内に設置し

ているポンプスクリーンの清掃などの浸水対策ポ

ンプ管理や市道の剪定等の植樹、植栽管理、また、

パーキングトイレや市道や堤防の草刈りに係る清

掃管理を計上しております。 

 次の投資委託料２００万円は舗装修繕工事に先

立つ路面性状調査となっており、業務委託料３２７

万２，０００円は動物の死体処理業務と簡易な測量

業務の費用となっております。 

 その下の補修工事費１億４，０９０万円の内訳に

つきましては、２件の補修工事と、次の２５１ペー

ジになります。２件の側溝修繕工事、また８件の舗

装修繕工事などの政策的な経費に加え、突発的な修

繕工事にも対応できるよう枠配分予算を確保して

おります。 

 また、次の修繕材料費の３３６万円及び舗装の材

料費３５３万５，０００円につきましては、直営施

工に必要な材料費となっております。 

 それから、次の枠の中ほどです。市単独事業費５，

７１０万円の主な支出は、測量等の投資委託料３３

０万円と上郷新道線を含めた３路線の道路改良工

事５，３８０万円を予算計上してございます。 

 それから、次の事業、藤井中森線道路改良事業に

は２，８００万円、また、上山二見線道路改良事業

には２，０００万円、ともに整備工事費として計上

し、高龍寺本線道路改良事業には投資委託料として

１，２００万円予算計上しております。 

 それから、次の事業です。雪害対策事業費５億３，

３４２万９，０００円の主な支出は、９行あたり下

になりますが、保守点検委託料の２，９００万円で、

市内に設置している消雪装置の点検業務となりま

す。 

 また、次の業務委託料２億２，３６０万円につき

ましては除雪対策支援業務と、次の２５３ページに

移りますが、業者に委託してます９４件の除雪業務

の内訳になっております。 

 それから、その４行ぐらい下にあります補修工事

費１億６，６００万円は、ポンプやノズルなどの消

雪装置６件の更新工事となっており、その次の事業

用備品４，５５３万６，０００円は、２台の除雪車

両の更新費用となっております。 

 また、最後ですが、補助金１，５００万円の内訳

につきましては、例年の除雪機購入補助金１，３０

０万円と、来年度からの新たな取組となります除雪
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機械運転資格取得事業費として２００万円を新規

計上するものです。 

 それから、次の事業、橋梁維持事業費３５３万９，

０００円の主な支出は、４つの橋梁の修繕料１４３

万３，０００円と、２橋梁の補修工事費１８０万円

となってございます。 

 それから、次の事業、橋梁長寿命化事業費の３億

３，６１０万８，０００円の主な支出は、投資委託

料１億１３０万８，０００円で、橋梁の定期点検と

資材単価の調査業務に係る委託料となっておりま

す。補修工事費の２億３，３８０万円は、８つの橋

梁の長寿命化に係る工事請負費となっております。 

 次の事業、栃江橋整備事業費１億３，０７３万７，

０００円は、旧橋撤去に係る国への工事委託料と、

上野橋の整備事業費６，６５５万６，０００円の工

事請負費を計上してございます。 

 それから、次の事業、交通安全施設整備事業費２，

５４０万円の主な支出は整備工事費の２，１７０万

円で、防護柵や区画線、道路照明などの設置や補修

に係る費用と、ロードミラーなどの補修材料費とし

て２３０万円を予算計上しております。 

 それから、次の事業、生活道路排水路整備事業費

５００万円は、里道や水路の整備など、市民の生活

に係る生活環境の改善を目的とした修繕料となっ

ております。 

 それから、次に、２５５ページをご覧ください。

河川総務費５９６万３，０００円の建設課分は３１

４万８，０００円となってまして、維持管理委託料

の河川公園管理の４４８万６，０００円のうち、出

石の谷山川河川公園の草刈りに建設課としては１

８０万円を予算計上しております。また、円山川の

期成同盟会等３団体に負担金７２万４，０００円、

あるいは六方川防災組合等４団体に補助金１９万

８，０００円を予算計上しております。 

 それから、次の河川改良事業費２，４５０万円の

主な支出はしゅんせつ工事費２，１００万円で、下

陰の前川のしゅんせつ工事を予定しております。 

 また、例年のことではありますが、普通河川のし

ゅんせつ事業費として３２０万円の補助金を計上

しております。 

 それから、普通河川整備事業費３，８００万円は、

普通河川の整備工事費として６つの河川の護岸整

備に係る費用を予算計上しております。 

 次に、下の枠です。港湾管理費２１万円の主な支

出は維持管理委託料１４万円で、瀬戸水門の管理委

託料となっております。 

 次の事業、海岸環境整備事業費１，１３９万８，

０００円、主な支出は業務委託料の４００万で、海

岸漂着物の処分業務に充てるものです。また、事業

委託料６７８万１，０００円は、経営や竹野海岸の

環境整備と、竹野海岸の緑地管理に係る委託料とな

っております。 

 歳出の説明は以上となります。 

 次に、歳入になります。予算書２７ページをご覧

ください。説明欄の上から３つ目の枠、土木管理分

担金の急傾斜地崩壊対策事業費分担金４７７万円

は、県の急傾斜地崩壊対策工事に係る地元からの分

担金です。 

 それから、次に、２９ページをご覧ください。説

明欄の２つ目の枠の一番下になります。土木管理使

用料、法定外公共物占用料の２５０万円は、主に里

道水路の関電やＮＴＴの電柱設置に係る占用料で

す。 

 それから、次の３１ページです。一番上ですが、

同じく道路橋梁使用料の道路占用料５，６０４万円

は、これについては市道での関電やＮＴＴの電柱設

置や地下埋設物などに係る占用料となっておりま

す。 

 次に、３３ページをご覧ください。上段、上の段

の８つ目辺りの手数料となります。土木管理手数料

の諸証明手数料３，０００円のうち、建設課は２，

０００円で、幅員証明等の手数料と。 

 次に、３９ページをご覧ください。説明欄の下か

ら２つ目の枠、道路橋梁費補助金の社会資本整備総

合交付金の道路改良事業費３，１５０万円は、歳出

のとおり藤井中森線と上山二見線、それから高龍寺

本線の道路改良工事に係る国庫補助金です。 

 それから、次の防災・安全交付金の雪害対策事業
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費６，１５０万円は、除雪ドーザー２台の購入、機

械更新と除雪業務の委託料に係る国庫補助金とな

っています。 

 それから、次の道路メンテナンス事業費補助金２

億６，１４０万円のうち、橋梁新設改良費１億１，

３７８万８，０００円は、栃江橋と上野橋の整備工

事に係る国庫補助金と、橋梁長寿命化事業１億４，

７６１万２，０００円は、橋梁補修工事と定期点検

の委託料に係る国庫補助金となっております。 

 次に、４３ページをご覧ください。説明欄の２つ

目の枠の一番最後となります。土木管理費委託金の

排水機樋門等管理委託金２，９８７万２，０００円

は、六方排水機場に２４７万７，０００円と、桃島

樋門ほか１０樋門に２，７３９万５，０００円、と

もに樋門管理に係る国からの委託金です。 

 また、公共用地取得事務委託金１７９万８，００

０円は、北近畿豊岡自動車の用地取得に係る事務委

託金となっており、次の現地実証実験委託金１，０

００万円は、先ほど言いました城崎温泉街の交通環

境改善事業に係る、ともに国からの委託金となって

おります。 

 それから、次に、５７ページになります。１つ目

の統計調査委託金の枠の上から３行目辺りです。港

湾委託金２万円は、統計調査に係る、この県からの

事務委託金です。 

 次に、６つ下の枠の土木管理費委託金の公共用地

取得事務委託金３１２万５，０００円は、上陰の国

道４２６号道路改良工事の用地取得に係る県から

の事務委託金です。また、次の排水機樋門等管理委

託金１８７万７，０００円は、日撫水門と六方排水

機場の管理委託金となります。 

 それから、次の道路橋梁委託金の国県歩道除雪作

業委託金４２０万４，０００円は、県管理の歩道除

雪に係る委託料です。次の国道パーキングエリア管

理委託金２４９万５，０００円は、県管理の市内４

つのパーキングエリアの清掃等に係る委託金。 

 次の港湾費委託金、瀬戸運河水門管理委託金１４

万円、それから海岸環境整備事業委託金１，０２８

万７，０００円、それから海岸緑地委託金１１１万

１，０００円につきましても、全て県から依頼のあ

った管理業務に係る委託金となっております。 

 次に、下段の土地建物貸付収入の土地貸付収入２，

１３８万１，０００円のうち、建設課分は４，００

０円で、市有地の貸付収入となってございます。 

 次に、５９ページです。下段の一番上、土地売払

い収入５，６２０万円のうち、建設課分としまして

は３０万円で、里道水路などの土地売払い収入とな

っております。 

 次に、６１ページです。１つ目の枠の３行目にあ

ります総務管理寄附金の企業版ふるさと応援寄附

金２，３００万円のうち、建設課分は６００万円で、

城崎温泉街の交通環境改善事業に充てる寄附金と

なっております。 

 次に、６７ページです。説明欄の３つ目の雑入に

なります。複写料１４０万４，０００円のうち、建

設課分は２万２，０００円、情報公開請求に係るコ

ピー代です。そこから１０行あたり下になります。

頒布代の市図６万４，０００円のうち、建設課分は

４万円、市図のコピー代に係る雑収入となってござ

います。 

 それから、次に、６９ページです。同じく雑入の

とこで一番上の但馬空港周辺県有環境林管理の２

６０万５，０００円は、空港用地の巡視等の管理業

務を県より依頼されている委託金となっておりま

す。 

 それから、次に、７１ページです。同じく雑入、

説明欄の上から７行目ぐらいになります。消雪ポン

プの２６万４，０００円及び市道駅東西連絡線４万

６，０００円は、ともに県などからの使用者負担金

となっております。 

 次に、７７ページをご覧ください。最後です、こ

れ市債です。説明欄２つ目の枠の土木管理債、急傾

斜地崩壊対策事業債５，１４０万円は、県が実施し

た急傾斜地崩壊対策工事に係る市の負担金に充当

する市債です。次の内水処理施設整備事業債の排水

ポンプ施設８，０００万円は、市街地道路の冠水対

策業務に充てる市債になってます。また、土木管理

事業債１，８９０万円は、下鶴井の排水ポンプの補
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修工事に充てる市債です。 

 次の道路橋梁債の道路整備事業債１億４２０万

円は、道路構造物長寿命化事業以下、そこに記載を

しております全部で８つの事業の整備工事費に充

てる市債です。それから、次の記載、橋梁整備事業

債２億１，３４０万円は、栃江橋、上野橋橋梁長寿

命化事業に充てる市債です。それから、次の記載と

なります消雪装置整備事業債１億６，６００万円は、

消雪装置の更新工事に充てる市債となります。 

 最後に、河川債の河川改良事業債５，８００万円

のうち、河川しゅんせつ事業の２，０００万円は、

下陰の前川のしゅんせつ工事に充てる市債、また、

普通河川整備事業の３，８００万円は、赤石川を含

む全６つの普通河川の流路工整備や河川補修工事

に充てる市債となります。 

 歳入の説明を終わります。 

 それから、最後に、地方債についてです。１１ペ

ージをご覧ください。表のまず上から７行目辺りに

なります。急傾斜地崩壊対策事業費には５，１４０

万円、次の内水処理施設整備事業は排水ポンプ施設

に８，０００万円、次の土木管理事業費は下鶴井ポ

ンプに１，８９０万円、次の道路整備事業費１億４

２０万円は、道路構造物長寿命化事業、以下７事業

への市債です。 

 次の橋梁整備事業費２億１，３４０万円は、栃江

橋、以下２事業への市債、次の消雪装置の整備事業

費へは１億６，６００万円を、それから、次の河川

改良事業費５，８００万円は河川しゅんせつ及び普

通河川整備事業となっており、詳細は先ほど歳入で

説明しましたとおり、いずれも限度額を記載してご

ざいます。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 直接予算とちょっと関係ない

ことがあるかも分からないのですけども、道路の改

修なんかで県道とか国道とか市道とかあると思う

んですけども、市道において、そういう例えば除雪

なんかでいろいろ傷んだところがありますよね。そ

んなのを改修されるのは主に市道の場合は建設課

のほうで決めていかれるんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 我々のほうで決めさせて

もらっております、市道の分につきましては、はい。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その場合は傷んだところの状

況を見ながら順番を決めてやっていかれるという

ことなんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 順番といいますか、基本

的に消雪装置とかが傷んだときは、もう一回ちゃん

と調査し、直すようにしていますし、道路の穴が空

いたりとかっていうのも基本的には直すようなこ

とで考えております。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その場合はよく利用される道

路から先にされていくということになるんでしょ

うか。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 状況がやっぱりひどいと

ころから先に直していきますので、どうしてもそう

いったことになりますけども、交通量が多い、少な

いも関係しますけど、どれだけひどい状況になって

るかというところで、緊急性の高いところからやっ

ております。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 何回もすみません、その場合

は課の人が見回りをしていく中とか、また、住民の

方からの申告といいますか、そういうことで両方か

ら対応していかれることですか。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） うち今、直接、補修班が

いますので、この間の議会もありましたけど、月に

２回点検と、それから市民の方からの通報もありま

すので、その辺は両面で対応しています。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 
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 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） いいですか。 

○分科会長（米田 達也） はい、どうぞ。 

○委員（浅田  徹） 河川です。２５４ページの河

川改良で久しぶりに前川というのが出ましたね。そ

れもしゅんせつということですけども、これ準用河

川ですけども、堆積土砂、この断面がこのぐらいに

なったらしゅんせつするとか、そういうルールの下

でやっておられるか、まず教えていただきたい。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 今年度、令和６年度に前

川の現況、どれぐらい土砂がたまってるかっていう

調査をしております。その結果、堆積土砂が約４

０％で、我々目安にしていますのは３０％以上たま

っていますので、そういった結果に基づいて新年度

予算を計上してございます。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） その調査はやっぱり横断、各

断面的に深浅測量っていうのか、それはもう部分的

に、全線、言わば前川の準用河川は上流から下流ま

で、言わば全て行われたということで。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 上流から下流までで２０

メーターピッチでボートで測点を取って、その断面

ごとに、測量した結果に基づいてです。以上です。 

○委員（浅田  徹） ということで、よろしく維持

管理をしっかりお願いしたいと思います。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 次、その整備工事、赤石川云々

がありましたですね。もうほとんどその河川の整備

っていうのはどういうところを、護岸とか、いろい

ろとあるわけですけども、やはり何かもう既にでき

てるんじゃないかなというイメージがあるんです

けども、どうでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 地元のほうから要望が上

がってきまして、要望の箇所は見に行ってますので、

例えば護岸の抜けであるとか、そういったところの

危険度、優先順の高いところから予算の範囲内で順

番を決めてやっております。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 改良整備より、むしろ更新、

長寿命化、そっちですね。はい、了解しました。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 次に、都市整備課の説明をお願いします。 

 都市整備課、堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 都市整備課所管の主

要事業、新規事業を中心に、まず歳出から説明させ

ていただきます。 

 予算書９３ページの説明欄をご覧ください。真ん

中辺りの基金管理費１１億９，５７１万８，０００

円のうち、都市整備課分として６００万円を計上し

ております。 

 内訳として、次の財政調整基金積立金の４２０万

円ですが、これは高校生通学バス定期補助の事業継

続に係る財政調整基金への積立てです。また、その

２行下、市債管理基金積立金の４０５万円のうち、

都市整備課分としては１８０万円です。これは過疎

地域内の高校生バス定期補助事業の過疎債償還に

係る一般財源の積立てです。 

 次に、９９ページをご覧ください。一番下から７

行目の鉄道交通対策事業費に１億２，９０１万７，

０００円を計上しております。主なものでは、まず

業務委託料の７２８万９，０００円で、従来の竹野

駅乗車券類等販売業務に加え、昨年度に引き続き、

ＪＲ山陰本線利用促進事業を竹野駅中心に講じる

ことで、鉄路の維持存続を図ろうとするものです。

２０２５年度は、乗って守ろう！竹野駅ペイに加え

て、香美町、新温泉町の山陰本線沿線自治体へ対象

範囲を拡大して実施する予定にしております。 

 次に、１０１ページをご覧ください。上から９行

目、補助金の１億２，１１５万円ですが、内訳とし

て鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費１億４万３，

０００円は、北近畿タンゴ鉄道株式会社が実施する

線路等設備の改良事業に対して、沿線自治体が支援

する豊岡市分の補助金です。 

 次の北近畿タンゴ鉄道安全運行維持助成費２，１
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１０万７，０００円は、北近畿タンゴ鉄道株式会社

がＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡＩＮＳ株式会社に委託し

ている路線の運行に係る線路、車両の維持管理に対

して沿線自治体が支援する豊岡市分の補助金です。 

 次の事業、バス交通対策事業費には３億３９２万

４，０００円を計上しております。主なものでは、

１３行下の業務委託料の６，４５５万円で、内訳は

バス運行管理業務の市営バス「イナカー」６路線の

有償旅客運送運行管理業務委託料、竹野海岸線運行

管理サポート業務と、竹野南地区で実施する新交通

モードの実証実験に係る委託料です。「イナカー」

６路線のうち、赤石線については路線バスの運行開

始後に運行を終了する予定にしていることから、２

か月分を予算計上しております。また、竹野南地区

の実証実験に係る委託料につきましては、１０月か

ら新たな公共交通サービスに転換する予定にして

いることから、１０月までの６か月分を計上してお

ります。 

 次の事業委託料の３９７万４，０００円は公共交

通支援事業で、出石、但東地域で実施しているチク

タクの運行業務を４地区の運営協議会へ事業委託

するものです。 

 その４行下、補助金２億２，８４１万８，０００

円の内訳ですけども、地方バス等公共交通維持確保

対策費の１億８，９６１万円は、全但バス株式会社

が運営する路線バスの運行補助金と車両購入の補

助金の合計額です。 

 次の市街地循環バス事業費の１，７６２万３，０

００円は、全但バス株式会社が運行しているコバス

の運行事業補助金です。 

 さらに、次の高校生通学定期購入費の２，１１８

万５，０００円は、市内の高校生が通学のために定

期券を購入する際、市が支援する補助金です。 

 次の事業、公共交通利用促進事業費に１，０６６

万８，０００円を計上しております。主なものでは、

補助金のｅ通勤バス運行費の２１０万６，０００円

は、コバスエクスプレスと豊岡出合線を対象とした

通勤推奨バス運行に係る補助金です。 

 １つ飛ばして、路線バス活性化運行事業費の７７

１万２，０００円は、月２回、第２水曜日、第４金

曜日を豊岡ノーマイカーデーとして、市内を運行す

る路線バス等に５００円で１日乗り放題とする事

業です。２０２５年度は合併２０周年記念事業とし

て、豊岡のすばらしさや魅力を再発見する機会の創

出と、高齢者等の外出のきっかけづくりを目的に実

施します。現在、路線バスの運行事業者である全但

バス株式会社と事業の詳細を調整しております。実

施日は月４回を基本とし、平日のみならず休日にも

設定し、本年７月から拡大実施する予定にしており

ます。 

 次の事業、公共交通対策事業費に２，４７１万６，

０００円を計上しております。こちらは新規事業に

なります。まず、投資委託料の６００万円は、日高

振興局の敷地内にある旧テニスコートに高速バス

のバスストップ並びにパークアンドライド駐車場

を一体的に整備するもので、測量と詳細設計に要す

る費用です。 

 次の補助金１，８７１万６，０００円の地域公共

交通キャッシュレス決済導入支援事業費は、ＪＲと

互換性のある交通系ＩＣカードが利用できるキャ

ッシュレス決済システム、バスＩＣＯＣＡシステム

を導入する乗合バス事業者に対し、導入費の一部を

支援するものです。 

 １１９ページをご覧ください。２つ目の枠の１０

行目、但馬空港利用促進事業費に９，７０５万６，

０００円を計上しております。主なものでは、補助

金のコウノトリ但馬空港利用促進協議会の７，８６

２万４，０００円で、コウノトリ但馬空港の利用促

進のため、市民やビジネス利用などの運賃助成等を

本協議会へ交付する補助金です。 

 少し飛びまして、２５７ページをご覧ください。

２つ目の枠の真ん中より少し下辺りの都市計画総

務費に３３６万円を計上しております。主なものは、

下から５つ目の業務委託料の都市計画図修正業務

の８６万９，０００円で、都市計画決定に係る図面

修正を外部委託するための経費です。 

 次に、２５９ページをご覧ください。上から１４

行目、都市景観形成事業費に３１３万６，０００円
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を計上しております。主なものでは、補助金の景観

形成支援事業費２２６万円で、景観形成重点地区の

修景助成に係る県事業へ随伴する補助金です。 

 ２つ事業を飛ばしまして、駅前広場等管理費に５

７８万８，０００円を計上しております。主なもの

では、維持管理委託料の４０８万７，０００円で、

豊岡駅や城崎温泉駅付近の駅前広場や公衆トイレ、

地下連絡通路などの維持管理業務委託料です。 

 次の事業、公園管理費に３，８３３万２，０００

円を計上しております。主なものでは、次の２６１

ページの２行目になります。維持管理委託料の９０

７万７，０００円で、内訳としましては公園内の除

草、清掃作業及び植木の剪定作業、市内の都市公園

等のトイレ清掃等作業などの委託料となっており

ます。 

 次に、業務委託料の１９５万８，０００円は、出

石城公園の植栽管理業務や、市内の都市公園などに

設置されている遊具の定期点検の経費を計上して

おります。 

 ６行下の整備工事費７００万円は、中央公園であ

いの転落防止柵を改修するものです。 

 次の設置工事費８００万円は、江本東公園の老朽

化した遊具を更新するものです。 

 次の事業、公園施設長寿命化事業費に８００万円

を計上しております。投資委託料の内訳は、ひまわ

り公園のメインステージの補修調査設計業務を行

うものです。 

 次の事業、中央公園整備事業費に１億２，９３０

万円を計上しております。内訳の投資委託料１，５

３０万円は、市民体育館解体に伴う工事監理業務と

周辺家屋調査業務です。 

 次の整備工事費５，５００万円は、市民体育館解

体後の跡地を含めた中央公園の整備工事に係るも

の、次の解体工事費５，９００万円は、市民体育館

解体工事に要する費用です。 

 次の枠、豊岡駐車場管理費に７９３万円を計上し

ております。主なものでは、維持管理委託料の７０

９万２，０００円で、中央駐車場の維持管理委託料

です。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 次に、歳入について主立ったものを中心に説明さ

せていただきます。 

 予算書の２９ページをご覧ください。下段の枠内

の節１総務管理使用料の上から５行目、有償旅客運

送使用料７２３万３，０００円は、イナカーとチク

タクの運賃収入の合計です。 

 次に、３１ページをご覧ください。上から３行目

の節３都市計画使用料の駐車場使用料のうち、豊岡

中央駐車場の９６０万円は、年間の中央駐車場の駐

車場使用料です。 

 次に、３５ページをご覧ください。下の枠、節１

総務管理費補助金の地域公共交通確保維持改善事

業費補助金の９５６万４，０００円は、イナカー運

行事業に対する国庫補助金です。 

 次に、３７ページをご覧ください。上から４行目、

節１総務管理費補助金の社会資本整備総合交付金

５，１１４万２，０００円の内訳として、地域公共

交通再構築事業費の４，７９９万２，０００円は、

北近畿タンゴ鉄道株式会社が実施する線路等施設

の改良事業に対する国の交付金です。 

 次の道路改良事業費３１５万円は、日高振興局敷

地内のバスストップ整備事業に係る国の交付金で、

道路事業の社会資本整備総合交付金を活用するた

め、道路改良事業費に計上しております。 

 次に、４５ページをご覧ください。下の囲みの９

行目の節１総務管理費補助金の地域公共交通再構

築事業費補助金の１，３１９万９，０００円は、北

近畿タンゴ鉄道株式会社が実施する線路等施設の

改良事業に対して、兵庫県から支出される補助金で

す。 

 少し飛びまして、７５ページをご覧ください。２

つ目の枠の節１総務管理債の１行目の鉄道交通対

策事業債の京都丹後鉄道軌道安全輸送設備等の５，

１９０万円は、北近畿タンゴ鉄道株式会社が実施す

る線路等施設の改良事業に対する補助金を支出す

るための市債です。 

 ７７ページをご覧ください。上から３つ目の枠の

上から９行目、役場前線２５０万円は、先ほど歳出
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で説明しました日高振興局敷地内の旧テニスコー

トのバスストップ整備事業に充当する市債です。 

 次に、２つ下の枠、節５都市計画債の公園整備事

業債の１億３，０００万円の内訳として、公園施設

長寿命化事業の７２０万円は、ひまわり公園の補修

調査設計業務に充当する市債で、次の中央公園の１

億２，２８０万円は、市民体育館の解体と、跡地を

含めた公園整備に充当する市債です。 

 ７９ページをご覧ください。一番下の行、過疎対

策事業債７，９７０万円のうち、都市整備課分とし

ては１，４２０万円で、内容は、高校生通学定期購

入補助金や、ＪＲ山陰本線利用促進事業及び竹野南

地区新交通モード実証運行に充当する市債です。 

 以上で歳入予算の説明を終わります。 

 次に、地方債です。 

 １０ページをご覧ください。第３表、地方債の１

行目、鉄道交通対策事業費、京都丹後鉄道軌道安全

輸送設備等の５，１９０万円は、北近畿タンゴ鉄道

株式会社が実施する線路等施設の改良事業に対す

る地方債です。 

 １１ページをご覧ください。真ん中辺りの道路整

備事業費の役場前線２５０万円は、バスストップ整

備事業に対する地方債です。 

 下から９行目、公園整備事業費の１億３，０００

万円の内訳ですが、公園施設長寿命化事業の７２０

万円は、公園整備に係る地方債と、中央公園の１億

２，２８０万円は、市民体育館の解体と、跡地を含

めた公園整備に係る地方債です。 

 最後に、１２ページの一番下です。過疎対策事業

債の７，９７０万円のうち、都市整備課分としては

１，４２０万円で、内容は、高校生通学定期購入補

助金や、ＪＲ山陰本線利用促進事業及び竹野南地区

新交通モード実証運行に係る地方債です。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと公園の整備のとこで

聞かせてください。やはり今では子育て世代のお母

さん方からは公園の整備がやっぱり結構要望が強

くてですね、一つ一つやられてるっていうのは分か

るんですけれども、今後のその整備の在り方だった

りスピード感っていうのは、どういうふうに私自身

が理解すればよろしいでしょうかね。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 公園の整備につきま

しては、毎年遊具は点検をしてまして、その点検に

よって老朽化だとか傷みがあるところは順次更新

するような方法を取っております。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 中央公園でしたっけ、には真

ん中っていうことで、どうしても旧市街地の人たち

は集まりやすいんですけれども、一方、違う地域の

ところになりますと、非常に行く機会が極端に少な

いというようなところがあるんですけれども、１市

６町の中で、その町単位じゃないんですけども、各

地域ごとのところである程度の大きな公園だとか、

そういう整備っていうのはある意味、子供たちが出

会うだったり、親御さんたちのコミュニケーション

取れたりだとかいうふうなところでいいますと、あ

る意味、結構重要な点になるんではないかなという

ふうに思うんですけども、その辺りの考え方はどう

でしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） おっしゃることはも

っともだと思ってるんですけども、現在は新しく公

園を造るっていうことは、都市公園でいいますと、

面積当たりの充足率っていうのがございまして、今

人口減少っていうことがあるので、どうしても充足

していくほうになってしまうので、ちょっとなかな

か新たに公園を整備するっていうのは今は難しい

状態にはあるというふうに思っております。 

 ただ、言われるように、子育て世代とか、またそ

ういった違う視点でっていうことは今後、考えてい

かなければならないのかなというふうに感じてお

ります。 

○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 数年前に今でも市役所の前の
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芝生化でちょっとやってるんですけれども、出石で

も振興局のとこでやったりしてるんで、あるんです

けど、もうちょっとちゃんとしてほしいかなってい

うふうな、気持ちは分からんではないんですけども、

やっぱり子供たちを遊ばせるところにおいては物

足りなさがあったりだとか、そういうふうなお話は

よく聞いてて、そういったところでは人口減少も、

住みやすいところであればあるほど、そういう若い

世代の方々が次のお子さんをまちで育てていこう

かなという嫌いにもなっていくかというふうに思

いますので、特に各地域ごとのところでいうと、個

性的なところをつくるっていうふうな意味合いに

おいては本当にちょっと考えていく。これまではそ

ういったところが少し、公園だったりいうようなて

いはあるものの、そこで本当にしっかりと遊べてい

るのか、要望どおりの形になってるのかっていうの

は調査研究じゃないですけども、ちょっとしていた

だければと思うんですけど、その辺りどうでしょう

か。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） おっしゃるように、

調査研究のほうは進めていきたいと思います。 

○委員（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

○分科会長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 先ほど田中委員が言われた、

その公園のことですけども、都市整備課においての

公園は、あそこのところは入らないんですよね、あ

のアイティのこっち側のところの公園は。前のいず

たやの跡。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） おっしゃってる旧い

ずたやの跡地のところは都市整備課の管理してる

ところではないです。 

○委員（上田 伴子） あっ、そうですか。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちなみに、どこが管理してる

んですか。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 確認してからお答え

させていただきます。 

○委員（上田 伴子） すみません、また教えてくだ

さい。 

○分科会長（米田 達也） 暫時休憩します。 

午後２時３８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時３９分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか、再開し

ます。 

 堂垣課長、どうぞ。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 社会教育課が管理し

てます。建設課で整備はしたんですけど、管理は今、

社会教育課でしております。 

○委員（上田 伴子） 何かよう分からん。 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） はい。 

 それともう１点、すみません、ちょっとどこの公

園かよく分からなかって、ひまわり公園って言われ

ましたけれども、これはどこの公園ですか。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） どこって言ったらい

いんやろう、豊小の近く。 

○委員（上田 伴子） めぐみ公園のあったとこ。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） めぐみ公園の反対側

いいますか、宵田と豊田の間です。 

○委員（上田 伴子） 河川のところですか。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） そうですね、はい。 

 トイレがあるとこです。 

○委員（上田 伴子） 料理屋さんのところ、とゞ兵

の。はい、すみません、分かりました。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） あそこも公園として、公園と

いう名前で整備がされてるんですね、じゃあ、その

河川敷みたいなところだけども。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 公園として管理して

おります。 
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○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 関連して、公園の中央公園の

関係で、当然市街地の中、公園っていうのはなくて、

廃川敷とか、そういう河川の跡地を使って公園整備

をしてます。 

 だから、やはり豊岡のまち、市街地、もうそこし

か空地がないので、市街地の中に本来は公園を造ら

ないまま、こういう整備をやっちゃったもんやから、

しっかりと対応してほしいのと、児童公園だけじゃ

なくて、コンビネーション遊具もいいんですけども、

これからどんどん超高齢化で元気のいい高齢者、や

っぱりそういうものもしっかりと公園で、ゆっくり

軽スポーツも含めて、散策できて、いろんなことで、

非常に今、若いお母さんが真ん中の高齢者みたいな

んか遊べないとか、いろいろとありますけどね、そ

ういう仕掛けもしっかりと今度の市民体育館、取り

壊されていろいろな多目的で使えるわけですけど

も、そういう少しね、やっぱり児童公園、子供たち、

遊具じゃなくて、そういった意味でもちょっと幅の

広い使える、あそこしかないんでね、検討をお願い

して、きっちり整備をお願いしたいなと。これは要

望です。よろしくお願いします。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、何ページか忘れ

たんですけど、空港の補助金の関係は都市整備課で

いいんかな。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） はい、都市整備課で

す。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今その空港の補助の対象の方

っていうのは、どの範囲でしたでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 現在、補助をしてる

対象者ですね。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 豊岡市内の在住、在

勤の方、それから、豊岡市出身またはその家族の方、

帰省とかに使うようなことを想定してます。あと、

商用ですね、ビジネスで、豊岡市内の企業や事業所

を訪問された方、あとは芸術文化観光専門職大学に

在学中の方と、その家族の方を対象としております。 

○分科会長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その大学は専門職大学だけに

限ってということですか。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） そこに在学される方

と、その家族の方ということです。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（米田 達也） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっとごめん、すみません、

さっき言えばよかった。ちょっと確認で、中央公園

の整備で、前に出してもらった駐車場があるのは、

できるのはできるんだけど、ちょっと少ないような

気がせんでもないんですけど、造られてから、ああ、

やっぱり駐車場が少ないな、もっと欲しいなってい

うような要望が多分出そうな気がするんですけど、

その辺りの造ってからの要望だったり、特に駐車場

関係は多分、だんだん広がれば広がるほど、また子

育ての人や高齢者の方にも自転車っていうより車

が多いと思うんですけど、その辺の対応策は、今は

考えておられるか分からないですけど、ちょっと頭

に置いといてほしいんですけど、その辺りの考え方

はされていただけますか。 

○分科会長（米田 達也） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 確かに駐車場が少な

いっていう声もちょっと聞いてるんですけども、中

央駐車場を都市整備課が管理してるっていうこと

もあって、そちらにも止めていただけたらありがた

いなという思いも少しあります。 
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○分科会長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） どうしても、僕も昔まだ子供

がちっちゃい頃はあそこも何回か行ったときに、た

またま駐車場が空いてても、駐車場が詰まって、そ

んな台数がなかったいうのもあったんですけど、や

っぱり非常に子供では、もうすぐ近くはどうしても

使いたがるといいましょうか、必要になってくるの

かなというふうに思いますし、お金を払ってまで止

めていうようなことになると、それどうなんかなと

いうふうに思うので、用地買収ではないですけど、

もしそういうふうなとこら辺の形をちょっと考え

といていただければなということにとどめておき

ます。よろしくお願いします。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 では、質疑を打ち切ります。 

 次に、建築住宅課の説明をお願いします。 

 建築住宅課、小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 建築住宅課所管分の

説明をさせていただきます。 

 歳出の主なものです。２６３ページをご覧くださ

い。住宅管理費です。説明欄のところを見ていただ

きたいと思います。まず、人件費で委員報酬１０万

７，０００円、これは空き家等対策協議会委員さん

の報酬３回分を予定しております。 

 その下、中ほどのところですけども、住宅管理費

２億５，２９６万円、主なものとしましては、その

下６行目、修繕料２，９００万円を計上しておりま

す。これは市営住宅の退去の修繕費、それから風呂

釜、給排水設備等の緊急修繕、そういったものに使

う修繕料でございます。 

 それから、下から１０行目、補修工事費２億９９

３万５，０００円、これ内訳ですけども、ゼロ市債

で行う市営住宅の補修工事、それから退去修繕に係

るもの、大きいものについては長寿命化工事に１億

８，０３３万５，０００円予定しております。これ

は市営住宅の高屋住宅Ｂ棟、この外壁改修工事が１

億５，６８０万７，０００円、栄町１号棟の外壁改

修工事が２，３５２万８，０００円を予定しており

ます。 

 それから、その下５行目です。補償金の移転補償

金４９万９，０００円です。これは２０２１年度か

ら但東の出合市場住宅、ここの用途廃止を進めてき

ておりますけども、あと１人残っておられまして、

その転居に係ります移転料と生活支援一時金の予

算でございます。 

 次に、その下、住宅耐震改修促進事業費１，９０

３万７，０００円です。次のページになります。２

６５ページをご覧ください。主なものとしまして、

３行目、業務委託料２５２万円、これは耐震診断業

務８０件を予定しております。 

 その下が補助金、住宅耐震改修促進事業費１，６

４０万円、これは耐震診断を行って耐震性が低いと

診断された場合に耐震化する際の計画策定費、それ

から工事費の一部を補助するものでございます。 

 その下、住宅新築資金等貸付金回収事業費１８万

４，０００円です。住宅新築資金の貸付金の滞納者

に対する徴収業務に必要な調査旅費とか催告書送

付等の事務経費です。 

 その下の老朽危険空き家対策事業費７７２万１，

０００円です。下から３行目、補助金のうち特定空

家等除却支援事業費、これは３９９万６，０００円

です。国県の補助制度を活用して所有者の方が特定

空家の除却をされる際の補助を行うものです。３件

分見込んでおります。 

 それから、一番下の危険空き家除却支援事業費３

３３万円、これは昨年度新たに設けた補助制度です。

１軒当たり３３万３，０００円で、１０軒分を計上

しております。 

 ２７５ページをご覧ください。説明欄の災害対策

事業費のところです。少し下に行きまして、補助金、

土砂災害対策支援事業費のところ、６００万円計上

しております。これは土砂災害特別警戒区域、いわ

ゆるレッドゾーンですけども、ここにある住宅等の

移転、除却、防護壁の設置等に対する国県と共にや

る補助事業です。 

 歳出は以上になります。 

 歳入の主なものを説明させていただきます。 

 ２９ページ、ご覧ください。下のほうの表になり
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まして、総務使用料、総務管理使用料のところで備

考欄、上から４行目、行政財産目的外使用料のとこ

ろです。２，２１７万９，０００円計上されてある

うちの４５８万４，０００円、これが建築住宅課分

の所管分で、お試し居住、それから大学生入居、Ｎ

ＴＴとか関電柱の占用料に係るものです。 

 ３１ページをご覧ください。土木使用料、住宅使

用料のところの２億３，０４４万２，０００円です。

このうち説明欄５行目記載の移住促進住宅使用料、

これを除いたところが建築住宅課所管分で、２億２，

７７５万４，０００円になります。これは公営住宅、

特公賃住宅、出石改良住宅の住宅使用料、それから

市営住宅の駐車場の使用料でございます。 

 ３９ページをご覧ください。一番下の土木費国庫

補助金、住宅費補助金、社会資本整備総合交付金９，

６４２万５，０００円です。内訳は記載しておりま

すとおり、先ほど歳出で申し上げました簡易耐震診

断推進事業、公営住宅等ストック総合改良事業、こ

れは市営住宅の高屋Ｂ棟、栄町１号棟の長寿命化工

事に伴うもの。さらに民間住宅耐震改修助成事業と

いうことで、次のページになります。４１ページに

なりますけども、老朽危険空き家対策事業、この除

却の補助、これらに係る国の補助金でございます。 

 次に、その下です。消防費国庫補助金、消防費補

助金、社会資本整備総合交付金の崖地近接等危険住

宅移転事業費７３万１，０００円です。これは土砂

災害警戒区域にある住宅の移転や除却、防護壁の設

置、改修に係る国の補助金です。 

 次に、５３ページをご覧ください。下の段のとこ

ろで土木費県補助金、住宅費補助金２０５万６，０

００円です。内訳は記載しておりますとおり、簡易

耐震診断事業、それから民間住宅耐震改修助成事業、

これらに係る補助、老朽危険空き家の除却の補助、

住宅新築資金等貸付金償還推進助成事業、これらに

係る県の補助金です。 

 次が、５５ページをご覧ください。上の表、消防

費県補助金、災害対策費補助金２６３万４，０００

円です。住宅と建築物の土砂災害対策支援事業補助

金で、先ほど申しましたとおり、レッドゾーン内に

ある住宅等の移転に係る補助金です。 

 次に、６５ページをご覧ください。上段の表、土

木費貸付金元利収入、住宅資金貸付金元利収入４７

万円のうち４４万７，０００円は説明欄記載の上の

３つ、住宅改修資金、住宅新築資金、宅地取得資金

の貸付金に係る元利収入でございます。内訳は記載

のとおりです。その他、雑入等については昨年とほ

ぼ同様の内容ですので、省略いたします。 

 歳入は以上です。 

 債務負担行為、地方債はございません。 

 建築住宅課分は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） レッドゾーン内の住宅移転に

係る手厚い補助、なかなか食いつきが悪いのと、こ

れは逆に言ったらレッドゾーン内にある、もう本当

に崩れたら、壊れてあなた亡くなるよというそのＰ

Ｒというんか、それが十分行き届いてないのかなと。

それとも高齢者で、もう私が亡くなったらこの家は

誰も来ないから、それでもういいですと、そういう

理由も含めて何かつかんでおられますでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） ＰＲについては、今

度の５月広報に載せたいと思ってます。それに限ら

ず今後もＰＲに努めたいと思ってます。 

 この土砂災害のレッドゾーンのところの補助制

度については、以前にも委員から質問いただきまし

たけども、県内でもほとんど活用事例がないという

か、少ないもので、当市においてはまだ１回もこれ

利用されてないということで、そもそも費用がたく

さんかかるものですので、簡単には進めないかなと

は思ってますけども、ＰＲには努めていきたいと思

ってます。 

○分科会長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 結局そのレッドゾーン内を、

雨が降って、土砂が崩れて、必ず家を直撃して、も

う壊れる、なくなるというふうなことが出ておりな

がら、ある宅建業者が認めたくないって、それ言っ
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てもらったらもう売れれへんということもあった

りして、非常にその辺が不調の要因かなということ

を思ってます。 

 やっぱり僕はいい制度だと思ってますので、その

辺をしっかりまた広報等で、よろしくお願いしたい

なと思います。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） では、質疑を打ち切りま

す。 

 次に、地籍調査課の説明をお願いします。 

 地籍調査課、上阪課長。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） ２１７ページをご覧

ください。説明欄の下から２行目の地籍調査事業費

です。５，１１３万２，０００円を計上しています。 

 主な費用は次のページですけれども、業務委託料

の地籍調査業務で４，９２４万４，０００円を計上

しております。調査の概要ですが、地籍調査は一つ

の調査区域を３年に分けて実施します。１年目は調

査図素図作成や基準点設置の工程で、１区域、０．

６１平方キロメートル、２年目は立会い調査の工程

で、３区域、１．２１平方キロメートル、３年目は

成果、調査結果の閲覧の工程です。２区域、０．２

４平方キロメートルを予定しております。 

 進捗率は国の総合経済対策による繰越分と合わ

せまして０．４ポイント増の１４．７％となる見込

みです。 

 次に、歳入です。 

 ５１ページをご覧ください。農業費補助金の説明

欄、下から６行目の地籍調査事業費補助金です。補

助対象経費に対する県からの補助金４，３５１万円

を計上しています。 

 次に、７３ページをご覧ください。説明欄の上か

ら４つ目の見出し、事業協力金です。公共事業円滑

化推進協力金として３９２万円を計上しています。

これは先行地籍事業といいまして、山陰近畿自動車

道のような大規模公共事業の用地取得に先行して

地籍調査をする場合に協力金として補助対象事業

費の５％を県から頂く制度です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 北但大震災１００周年という

ことで非常に、神戸の法務局から来て、これを主体

的に国費でやるというふうなことです。聞きました

ら２年間でやると。でも、図根点の基準点、沈下で

使えないから、それからということと、もう３，０

００人ぐらい土地所有者、そういう立会いを一気に

せんなんということで、多分、地籍調査課かなと思

ってるんですけど、違うんですか。その辺はどこが

対応、用地課か、その後になるんですけども、やっ

ぱり自分とこのノウハウかなと思うんで、違ったら

ごめんなさい。いいです。 

○分科会長（米田 達也） では、よろしいですか。 

○委員（浅田  徹） いやいや、多分情報というん

か、協力依頼は話はあったと思うんですけども、ち

ょっとかいつまんで説明をお願いします。 

○分科会長（米田 達也） 上阪課長、お願いします。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） あしたの報告事項で

説明させていただこうと思っておりますけれども。 

○委員（浅田  徹） ああ、ありがとう。待ちます。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） 事業としては国の事

業ですので、国が直轄でしていただくということで、

市としては地権者として、それぞれの担当所管課が

立会いには出ますし、説明会等での疑問があれば、

地籍調査課が窓口となって法務局とのつなぎ役は

したいとは思っておりますけれども、そういった形

で進む予定ではあります。また詳しくはあしたご説

明はいたします。 

○委員（浅田  徹） あしたしっかり。ありがとう

ございます。 

○分科会長（米田 達也） では、ほかにございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 
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午後３時０２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時２０分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） すみません、じゃあおそ

ろいなので、始めさせていただきます。ただいまか

ら建設経済分科会を再開します。 

 それでは、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 次は、上下水道部に関する審査です。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔に説明願い

ます。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては資料のページ番号をお知

らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に課ごとに行います。 

 それでは、まず水道課から説明願います。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） よろしくお願いいたしま

す。私からは水道事業に関する部分についてご説明

させていただきます。 

 一般会計予算書２０３ページをご覧ください。歳

出でございますが、上の表の最下段、水道事業会計

負担金を４億３，６７６万９，０００円、予定をし

ております。主に総務省の繰り出し基準に基づいて、

一般会計から水道事業会計へ繰り出すものでござ

います。補助事業に対する一般会計からの負担金な

どでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ７５ページをご覧ください。市債ですが、下の表

の上から３段目、保健衛生債の水道施設整備事業債

を、補助事業に対する負担金の財源として１億６，

６２０万円予定しています。 

 続けて、１０ページをご覧ください。第３表、地

方債です。上から１４行目、真ん中やや上の辺りと

なります。水道施設整備事業費を市債と同様に１億

６，６２０万円としております。 

 私からの説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 次に、下水道課の説明をお願いします。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） よろしくお願いします。

一般会計予算の下水道課に関係する部分について

説明をさせていただきます。 

 まず、歳出からです。 

 予算書は２０１ページをご覧ください。備考欄の

一番上、浄化槽設置事業補助金８６万４，０００円

は、市の浄化槽設置整備事業補助金交付規定に基づ

いて、生活排水処理計画で定める合併浄化槽区域内

の住宅への浄化槽設置に対し、補助金を交付するも

のです。 

 次に、２６１ページをご覧ください。説明欄の一

番下、下水道事業会計負担金２５億９，３１１万円

は、総務省繰り出し基準等に基づく下水道事業会計

への負担金として計上しております。 

 次に、歳入です。 

 ３９ページをご覧ください。説明欄２つ目の枠の

１行目、循環型社会形成推進交付金２８万８，００

０円は、浄化槽設置事業に係る交付金で、事業費８

６万４，０００円の３分の１を計上しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 今の浄化槽の関係で聞きます。

８６万４，０００円と、これは新築なんかも９９％

大作戦ということで、全て公共下水道か、個別合併

かということだけど、この予算というのはどういう

ことなの。新たに建てられて公共下水道区域、農集

でないところで建てられたときにこれをやってい

くという捉まえ方でいいんでしょうか。 

○分科会長（米田 達也） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） おっしゃるとおり、下
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水道の集合処理の区域外のところを合併浄化槽区

域と定めておりまして、その区域で住宅を建てられ

る方について補助をするものです。 

○委員（浅田  徹） はい、分かりました。ありが

とうございます。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 これで第２８号議案、令和７年度豊岡市一般会計

予算について、説明、質疑が全て終わりました。 

 本来なら、ここで第２８号議案に対する討論、表

決を行うところですが、順序を入れ替え、先に第３

７号議案及び第３８号議案を審査したいと思いま

す。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩します。 

午後３時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時２５分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） 建設経済委員会を再開しま

す。 

 それでは、第３７号議案の審査に入ります。 

 第３７号議案、令和７年度豊岡市水道事業会計予

算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） よろしくお願いいたしま

す。第３７号議案、令和７年度豊岡市水道事業会計

予算についてご説明いたします。 

 豊岡市特別会計予算書２４３ページをご覧くだ

さい。２４３ページから２４５ページまでにつきま

しては、本会議で部長が説明したとおりでございま

すので、詳細につきましては予算実施計画でご説明

いたします。 

 ２４９ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出でございます。収入では、水道事業収益と

して２４億７，５３７万１，０００円を予定してお

ります。主なものとしましては、その２つ下、営業

収益の水道料金１８億８，６４８万６，０００円と

なっております。営業外収益のうち一般会計補助金

は、先ほど一般会計予算で説明いたしました水道事

業会計負担金の一部でございます。 

 ２５０ページをご覧ください。支出では、水道事

業費用として２３億６，９５５万２，０００円を予

定しております。営業費用は２０億８，８７１万３，

０００円で、主なものといたしましては中段辺りに

原水及び浄水費の委託費として１億６，６６１万９，

０００円、これは各浄水施設の運転管理業務等でご

ざいます。 

 続いて、２５１ページをご覧ください。配水及び

給水費の中段辺り、委託料９，９８０万７，０００

円、これは各配水施設の保守点検等の費用でござい

ます。 

 その３つ下、修繕費６，８１１万１，０００円、

これは漏水修理等に係る費用でございます。 

 続きまして、２５２ページをご覧ください。総係

費の中段少し下、委託料１億２８４万円、これは料

金等賦課徴収業務等でございます。 

 次に、２５４ページをご覧ください。資本的収入

及び支出でございます。まず、上段の資本的収入は

７億２，６１４万４，０００円を予定しております。

企業債のほか、一般会計出資金、負担金、補助金を

計上しております。 

 下段の資本的支出は１９億６，８４３万７，００

０円を予定しています。建設改良費は９億８，０２

８万６，０００円を予定しており、うち工事請負費

と別途お手元にお配りいたしました、工事費として

８億３，３９４万４，０００円を計上しております。 

 別途お手元のほうに予定箇所図を配付させてい

ただいております。後ほどご清覧いただけたらと思

います。 

 ２５５ページから２５９ページ、ここにはキャッ

シュフロー計算書、給与費明細書を添付しておりま

す。ご清覧いただけたらと思います。 

 ２６０ページをご覧ください。債務負担行為に関

する調書でございます。上から６行目、老朽管更新

事業までの分につきましては、以前に設定をさせて

いただいておるものです。今回新たに設定するもの

は７行目からの大見塚受水池・配水池改築事業、城
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山配水池耐震補強事業、鬼神谷配水池耐震補強事業、

水道業務管理システム４件となります。工事につき

ましては、それぞれ２か年で工事を予定しておりま

す。大見塚につきましては、その他継続した事業を

予定しております。 

 水道管理システムにつきましては、令和８年にシ

ステム更新を予定しており、令和７年度からはシス

テム更新に向けた調整準備を進めるため、債務負担

行為を設定しております。 

 ２６２ページからは予定貸借対照表、予定損益計

算書、注記を添付しております。ご清覧いただきた

いと思います。 

 なお、令和７年度の純利益につきましては、２５

５ページのキャッシュフロー計算書、一番上にあり

ます３，６３８万４，０００円を予定しております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） この場で聞けばいいのか、ち

ょっと分からないので、違えば教えてください。以

前から工業団地の水道のやつをもう何十年間安く

なってて、交渉どうだというようなお話があったん

ですけれども、近頃ちょっとそういうお話も聞いて

ないようなところもありますし、予算っていうふう

なところでいいますと、やっぱりちょっとでも改善

していってやらなければならないという考え方の

中で、今そういう進捗状況はどうなんでしょうか。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 工業団地の特別料金につ

きましては、環境経済課で交渉をしていただいてい

るというふうにお聞きしております。私どものほう

はそれを受けて料金の設定をさせていただいてる

ということになります。以上でございます。 

○委員長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ということは、連携は基本的

にしてなくて、環境経済課のほうがやられて、その

結果を受けて水道事業のほうは粛々とやるってい

うふうな理解なんですかね。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 結論から申しますと、そ

ういう形になります。情報的にはお聞きしたりもし

ておりますけども、まだお伝えできるほどのことに

はなっていないというふうにお聞きしているとこ

ろでございます。 

○委員（田中藤一郎） ほな、またあした聞きます。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ２５４ページ、工事請負費の

中で、消火栓新設改良７００万円と計上されてます。

この雪、２月の降雪、寒波来ました。地下式消火栓

が非常に地元でも管理しにくいと。雪かきして除雪

して出しておかないと、いざというとき使えないと

いうことで、３回ぐらい。やっぱり消火栓、全箇所

雪上げで、これはやっぱり雪の積雪云々が分かるの

で、地上式に替えていくというような考え方はない

んでしょうか。むしろそうしてほしいんですけれど

も。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 消火栓の地上式であった

り地下式っていう設置場所につきましても危機管

理課からの依頼等々で水道課としては動かしてい

ただいておりますので、いずれにしましても危機管

理課主導として、そういうものを決めていただいて

いるということになりますので、こちらとしてはそ

ういった調整の上でやらせていただく、お願い、依

頼等でこちらは動かしていきたいということにな

ります。 

○委員長（米田 達也） 浅田委員、どうぞ。 

○委員（浅田  徹） やっぱり初期消火、地元の自

警団、そのメンバー高齢化いうことの中で、やはり

地下式ということになったら探して、蓋を開けて、

非常に地上の中の市道上、交通がある中で、やっぱ

りそういう作業をしていくというふうな危険度、そ

ういうことから鑑みたら、地上式やったら即もう目

視でできる。アタッチメント、消火の用具の扱いも

非常に簡単にできる。いろんな安全面で考えても、

やはりこれからはそういうふうに移行していくべ
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きだと僕は強く思いますので、一遍検討してくださ

い。こういう要望も含めて、どうぞ。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 水道課としましては、基

本的に先ほど申しました危機管理課の調整後のと

いうことになります。以前には私個人的な意見とし

て、当時防災課のほうには地上式のほうがというこ

とで話をしたこともありますが、特に市街地あたり

は地上式消火栓を設ける場所が民地等になってく

るので大変難しいんだというふうなところで、現状

地下式が多いというふうなことを伺ったことがご

ざいます。 

 話としては、危機管理課にそういうお話があった

ということでお伝えさせていただきたいというふ

うに思います。 

○委員長（米田 達也） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 分かりました。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） どこだったかな、２６０ペー

ジのところかな、水質検査業務と、それから老朽管

更新事業のところで、令和７年度分として、１，７

１０万円が水質検査の業務に充てられていて、老朽

管の事業のほうが１億２，３００万円ですよね。で、

これにおいて水質検査業務の中には、今はどのよう

なものをされてるんでしょうか。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） まず、水質検査の債務負

担行為ですけども、これは来年度、新年度の４月１

日から業務を行うために債務負担行為をさせてい

ただいて、年度内の発注契約をするために債務負担

というふうにさせていただいております。水質検査

の項目ですけども、通常の５１項目の水質基準、そ

してあと管理項目、その他お聞きされたいのがＰＦ

ＡＳの関係かなというふうに思いますけども、ＰＦ

ＡＳも同様に、新年度で一度各施設の検査をする予

定としております。 

 それから、老朽管更新事業につきましては、予算

的には全体で２億５，５００万円ですが、債務負担

としているのは１億２，３００万、これはゼロ市債

で年度内発注を目指してさせていただいていると

いうことで、ゼロ市債用として１億２，３００万円

を上げさせていただいております。以上です。 

○委員長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ありがとうございます。 

 老朽管のほうについてはいろんなことがあった

中で、今までよりも増やしていっておられるんでし

ょうか。 

○委員長（米田 達也） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 老朽管の事業につきまし

ては、おおむね年間３億円から３億５，０００万円

程度を老朽管更新事業としておりまして、今年度は

３億円ということですけども、ほかの事業も多々、

耐震とかいうところでちょっと抑えさせていただ

いておると。補助事業をちょっと優先させていただ

いたというところが大きいところで、おおむね通常

ですと３億円から３億５，０００万円程度をさせて

いただいておる中で、新年度が２億９，５００万円

となっております。 

○委員長（米田 達也） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 一応ね、本会議のほうの答弁

の中で、検査した中では危険なところはないという

ことでしたけど、そういう老朽管の調査なんかにお

いては、やはりこれから先しっかりとしていかなけ

ればならないので、そういうことにおいての予算づ

けはしっかりとしていただきたいなと思います。 

○委員長（米田 達也） 今のはご意見で、要望で。 

○委員（上田 伴子） はい、意見でいいです。 

○委員長（米田 達也） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） では、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ
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って、第３７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第３８号議案、令和７年度豊岡市下水道

事業会計予算を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 第３８号議案、令和７

年度豊岡市下水道事業会計予算について説明をさ

せていただきます。 

 上下水道部長が本会議で説明したとおりですが、

私からは実施計画で説明をさせていただきます。 

 ２７７ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出ですが、収入では下水道事業収益としまし

て５７億８１９万４，０００円を予定しております。

主なものといたしましては、営業収益の下水道使用

料１６億２，５５４万円、雨水処理及びし尿処理に

係る他会計負担金１億３，９７８万４，０００円、

受託事業収益といたしまして、環境経済課所管の豊

岡工業団地内にある汚水ポンプの自家発電機の更

新工事の施工監理を下水道課が行いますので、その

受託費として１４２万８，０００円、営業外収益の

汚水処理に係る総務省繰り出し基準等に基づいた

一般会計からの補助金２４億６，５３８万２，００

０円、長期前受金戻入れ１４億７４０万９，０００

円、消費税及び地方消費税還付金５，５８６万４，

０００円などです。 

 次に、２７８ページをご覧ください。支出は、下

水道事業費用といたしまして４８億９，２２９万７，

０００円を予定しております。営業費用の主なもの

といたしましては、管渠費では異常通報等に係る通

信運搬費１，６７８万１，０００円、施設の維持管

理に必要な委託料５，６６７万６，０００円、道路

工事に伴うマンホールの高さ調整やマンホールポ

ンプなどの修繕費といたしまして４，０７１万９，

０００円、動力費として５８７か所あるマンホール

ポンプ場などの電力料金６，５５７万円、ポンプ場

費は、桃島雨水ポンプ場及び京口中継ポンプ場に係

る費用で、施設の運転管理などの委託料１，４０３

万３，０００円。 

 ２７９ページに移りまして、処理場費は、処理場

の運転管理や汚泥処理運搬業務などの委託料５億

２，９０６万８，０００円、各施設の機器修繕に係

る費用といたしまして修繕費９，２４６万円、汚泥

の処分先である北但行政事務組合への処分に係る

汚泥処理負担金１，０６８万３，０００円、動力費

１億６，６９８万５，０００円などが主なものです。 

 次に、２８０ページに移りまして、総係費は、下

水道台帳整備等の委託料１，１６６万８，０００円、

使用料徴収事務などの負担金６，１８０万８，００

０円などが主なものです。 

 次に、減価償却費では、有形及び無形固定資産の

減価償却費といたしまして３２億４，２２２万１，

０００円を計上し、営業外費用では、企業債等の支

払い利息３億８，８４６万３，０００円などを計上

しております。 

 次に、２８２ページをご覧ください。資本的収入

は３４億５，１５４万２，０００円を予定しており

ます。主なものといたしましては、建設改良事業に

係る企業債２２億５，７４０万円、国庫補助金１１

億９，３３０万円などです。 

 次に、資本的支出は６１億５，１８３万円を予定

しています。建設改良費の主なものは、管渠施設事

業費では、汚水事業の区域計画などを定める生活排

水処理計画の更新を行うための費用などとして委

託料２，５０２万６，０００円。 

 ２８３ページに移りまして、施設の統廃合、長寿

命化などの工事請負費７億１，３７２万５，０００

円などが主なものです。 

 処理場施設事業費は、処理施設長寿命化に係る実

施設計業務などの委託料５，７０２万６，０００円、

工事請負費といたしまして１５億３，６００万円な

どを計上しております。 

 また、企業債の償還金としては３７億５，６１８

万８，０００円を計上しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（米田 達也） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 
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○委員（田中藤一郎） ちょっともう一回確認で、今

度は下水のほうなんですけど、まだ下水をつなげて

いない企業だったりいうようなところがあるんで

すけれど、それも環境経済課の部類になるんですか

ね。 

○委員長（米田 達也） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水をつなげられてな

い企業さんがあると。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○下水道課長（榎本 啓一） それを下水道課として

どう対応するかというご質問。 

○委員（田中藤一郎） そうですね。 

○下水道課長（榎本 啓一） 全てをこちらのほうで

把握しておるわけじゃないんですけども、普通の一

般の方ですと、つなげられてないところについては

チラシを配るなり、お願いに行ったり、豊岡全域一

遍に回るのは大変なので、３つに区分を分けて３年

で１周できるようにお願いなりしているところで

す。ちょっと質問されてる意図と違うか分からない

んですけど、よろしいでしょうか。 

○委員長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、そういう推進と

いうか、極端な話で言いますと、やってる人とやっ

てない人の費用の差が全然違うじゃないですか。下

水つないでなかったら、上水をした分が下水のやつ

に取られるんだけど、上水だけで下水つないでない

っていうようなことになった場合、その分のお金の

差額といいましょうか、そういったことが考えられ

るんですけど、その辺りの考え方は。 

○委員長（米田 達也） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） つなげられてない人が

得をするというようなことを言われてるかと思う

んですけども、今建物やなんか建てようと思ったら、

必ず公共下水道区域だったら当然、公共下水につな

いでいただくことになりますし、つながれないとこ

ろについては合併浄化槽をされ、設けられないと家

やなんかも建てられないと思うんです。そういった

意味で、あと維持管理、合併浄化槽個人でしよう思

ったら、それなりに費用もかかりますし、ちょっと

どちらが得かということはよく分からないですけ

ども、言われるようなことは、特にはこちらのほう

では考えてないです。 

○委員長（米田 達也） よろしいですか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） でも、そういった課題がある

っていうことはちょっと認識をしておいたほうが

いいのかなというふうに思うんですけど。 

○委員長（米田 達也） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 先ほど下水道未接続の

ところについて、お願いやら、つないでくださいと

いうことで回らせてもらってますって言った中に

は事業所等も入っておりますので、事業所さんのほ

うにも下水道課サイドのほうからお願いはさせて

いただいてます。 

○委員長（米田 達也） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、できればどうい

った件数があるだとか、そういうデータがありまし

たら後日でいいので、頂ければ非常にありがたいで

す。以上です。 

○委員長（米田 達也） 課長、また後日、件数のほ

うだけ、多分事務局に言っていただいたら。 

○下水道課長（榎本 啓一） 分かりました。 

○委員長（米田 達也） 配付お願いしますので。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。よろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議なしと認めます。よ

って、第３８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で上下水道部の職員の皆様は退席いただい

て結構です。お疲れさまでした。 
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 ここで、建設経済委員会を暫時休憩します。 

午後３時５０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時５１分 分科会再開 

○分科会長（米田 達也） すみません、それでは、

建設経済分科会を再開します。 

 それでは、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般

会計予算の討論、表決を行います。 

 討論はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ただいま議題となっておりま

す第２８号議案予算案に対して、反対の討論を行い

ます。 

 その中で、但馬空港利用促進事業費のうち補助金

として７，８６２万４，０００円が計上されていま

す。但馬空港からの飛行機は一度も利用していない

市民も多くいる中で、運賃の半額近い補助をいつま

でも続けるのか、理不尽な思いであります。また、

ほかの公共交通、特に公共バスへの補助金をその分

充実されるべきであると思います。また、補助対象

者は豊岡市とのビジネスによる利用者もあります

が、市民の納める税を使っての補助拡大はいかがな

ものか、検討を求めます。補助率は見直すべきであ

り、引下げを求めて予算案に反対します。以上です。 

○分科会長（米田 達也） ほかにございませんか。 

 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） 第２８号議案について、賛成

の立場で討論いたします。 

 但馬空港利用促進に関する予算につきましては、

コウノトリ但馬空港が地域の有意性を保つために

必要な空港であり、公共交通機関としてはもちろん、

災害時の広域防災拠点としての評価も高めてまい

りました。また、但馬地域の交流人口を支える公共

交通機関は今後ますます需要が高まることを考え

ると必要な予算であります。さらに、東京直行便の

実現に向け、引き続きの利用促進に取り組む必要を

考えると、本予算は適切な予算措置であると考え、

賛成の立場の討論といたします。 

○分科会長（米田 達也） それでは、ほかにござい

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 賛成、反対の意見があり

ますので、挙手により採決いたします。 

 それでは、本案は、原案のとおり可決すべきこと

に賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（米田 達也） 賛成多数により、第２８

号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。 

 本日、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般会計

予算の説明、質疑、討論、表決が終わりました。 

 本議案について、当分科会として付すべき意見、

要望がありましたら、ご発言願います。ございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） 次に、分科会長報告につ

いてでありますが、案文は正副分科会長に一任願い

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（米田 達也） ご異議がございませんの

で、正副分科会長にご一任願います。 

 ここで建設経済分科会を閉会します。 

午後３時５５分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後３時５５分 委員会再開 

○委員長（米田 達也） 建設経済委員会を再開いた

します。 

 本日、第３５号議案、令和７年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計予算、第３７号議案、令和７年度豊

岡市水道事業会計予算、第３８号議案、令和７年度

豊岡市下水道事業会計予算の説明、質疑、討論、表

決が終わりました。 

 委員会として付すべき意見、要望がありましたら

ご発言願います。大丈夫、よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 次に、委員会報告について

でありますが、案文は正副委員長に、これまたご一

任願いたいと思いますが、ご異議ございませんでし
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ょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ご異議がありませんので、

正副委員長にご一任願います。 

 その他、委員の皆さんから特に何かございません

でしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） ないようですので、以上を

もちまして本日の建設経済委員会を閉会します。 

 なお、次回の委員会は、明日１８日火曜日午前９

時半から、ここ第３委員会室で行います。お疲れさ

までございました。 

午後３時５６分 委員会閉会 

──────────────────── 


